
古代日本の紡織体制 -桛・綛かけ・糸枠の分析から-

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2014-04-11

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 東村, 純子

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10098/8210URL



古代日本の紡織体制（東村

古
代
日
本
で
は
、
織
伽
は
種
類
に
よ
り
身
分
を
表
示
す
る
役
割
や
、
交
換
財
と
し
て
の
価
値
を
も
っ
た
。
正
倉
院
に
は
、
平
織
の
麻
に
よ
る

布
や
蚕
糸
に
よ
る
絹
、
高
度
な
織
技
で
文
様
を
表
す
綾
・
錦
・
羅
な
ど
が
伝
わ
り
、
各
地
で
生
産
し
た
こ
れ
ら
の
織
物
を
中
央
に
運
び
、
様
々

な
形
に
縫
製
し
て
使
用
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
綾
・
錦
・
羅
を
は
じ
め
と
す
る
高
級
絹
織
物
は
衣
料
と
し
て
王
権
内
部
で
消
費
し
た
の
に
対

し
て
、
平
織
の
布
や
絹
、
真
綿
は
、
衣
料
だ
け
で
な
く
交
換
財
と
し
て
も
役
割
を
担
い
、
在
地
社
会
に
お
い
て
も
広
汎
に
流
通
し
た
と
推
定
で

【
要
約
】
律
令
制
成
立
期
の
紡
織
体
制
に
つ
い
て
、
特
に
平
織
の
布
や
絹
の
生
産
の
仕
組
み
は
史
料
の
制
約
か
ら
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
。
本
稿
で
は
、

七
世
紀
後
葉
以
降
に
宮
都
や
地
方
の
官
衝
遺
跡
か
ら
多
く
出
土
す
る
認
か
け
・
糸
枠
に
つ
い
て
、
機
能
上
必
要
な
加
工
と
装
飾
を
目
的
と
し
た
加
工
を
識

別
し
、
形
態
上
の
特
徴
を
整
理
し
た
。
ざ
ら
に
、
製
糸
具
の
峠
、
製
織
具
の
認
か
け
・
糸
枠
の
組
成
を
検
討
し
た
結
果
、
紡
織
工
程
が
製
糸
と
製
織
と
に

分
か
れ
、
糸
が
認
の
形
で
流
通
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
平
城
宮
・
京
で
は
、
製
糸
は
行
わ
ず
、
高
級
絹
織
物
を
含
む
絹
の
製
織
を
行
っ
た
。
地
方

で
は
、
七
世
紀
後
葉
に
郡
衝
工
房
で
布
や
絹
の
製
織
、
周
辺
の
集
落
で
麻
の
製
糸
を
分
担
す
る
伊
場
遺
跡
型
が
成
立
す
る
。
そ
の
一
方
、
七
世
紀
中
葉
か

ら
有
力
豪
族
の
本
拠
地
で
製
糸
か
ら
製
織
ま
で
を
一
連
に
行
う
屋
代
遺
跡
型
が
認
め
ら
れ
る
。
前
者
は
生
産
の
効
率
化
を
図
っ
た
も
の
で
、
後
者
は
、
調

庸
制
成
立
の
素
地
と
も
な
っ
た
と
評
価
し
た
。
史
林
八
七
巻
五
号
二
○
○
四
年
九
月

古
代
日
本
の
紡
織
体
制

ｌ
村
繍
力
け
鼎
料
α
分
聯
ヵ
ら
Ｉ

は
じ
め
に

東

村

斜
子
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そ
こ
で
具
体
的
な
紡
織
関
係
の
遺
物
に
基
づ
く
検
討
が
期
待
さ
れ
る
。
考
古
学
で
は
、
現

状
と
し
て
紡
織
具
の
分
析
が
有
効
な
手
段
と
な
る
。
向
坂
鋼
二
は
、
静
岡
県
伊
場
遺
跡
例
を

は
じ
め
と
し
て
出
土
し
た
織
機
部
材
を
調
庸
制
に
対
応
し
た
大
型
織
機
と
認
定
し
麺
。
山
中
敏
史
も
こ
れ
を
援
用
し
、
練
り
や
染
色
加
工
も
行

⑥

う
郡
荷
工
房
や
有
力
豪
族
の
私
有
す
る
工
房
が
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
近
年
で
は
、
鈴
木
敏
則
が
静
岡
県
内
出
土
の
弥
生
時
代
か
ら
古
代
ま
で

⑦

の
紡
織
具
を
集
成
し
、
律
令
期
で
は
国
府
や
郡
荷
に
関
連
す
る
遺
跡
で
製
織
具
が
多
く
出
土
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
織
機
部

③

材
が
地
方
官
荷
な
ど
の
遺
跡
で
出
土
す
る
傾
向
か
ら
、
請
負
生
産
説
が
支
持
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
律
令
期
の
紡
織
体
制
の
特
質
を
明
ら

か
と
す
る
た
め
に
は
、
宮
都
や
そ
の
他
の
地
方
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
紡
織
具
の
多
く
は
木
製
で
あ
り
、
十
分
な
出
土
例

⑨

に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
形
態
的
特
徴
を
分
析
し
た
研
究
は
未
だ
進
ん
で
い
な
い
。

H二1枠
木
（
背
面
）

単
軸孔 小孔

－『1

軸孔から小孔までの長さ(『）

図1各部名称（左：紹かけ右：糸枠）

き
る
。
こ
う
し
た
織
物
＠
診
様
な
流
通
、
消
費
は
、
ど
の
よ
う
な
生
産
の
仕
組
み
の
も
と
で

可
能
と
な
っ
た
の
か
。
本
稿
は
、
律
令
制
成
立
期
の
宮
都
と
地
方
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
紡

織
体
制
の
特
質
を
、
前
代
と
の
比
較
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

律
令
期
の
紡
織
体
制
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
高
級
絹
織
物
を
主
と
し
た
文
献
史
学
に
よ
る

研
究
の
蓄
積
が
あ
麺
。
高
級
絹
織
物
の
生
産
は
中
央
で
は
大
蔵
省
が
管
轄
す
る
織
部
司
、
地

方
で
は
国
荷
工
房
に
お
い
て
律
令
国
家
が
主
導
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
平
織
の
布
や
絹
の③

生
産
は
、
郡
司
な
ど
在
地
の
有
力
豪
族
が
請
け
負
っ
て
い
た
と
す
る
説
が
大
多
数
を
占
め
る
。

特
に
、
現
物
貨
幣
と
し
て
価
値
表
示
の
基
礎
と
も
な
る
布
の
生
産
は
、
在
地
に
お
い
て
よ
り

基
幹
的
な
手
工
業
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
正
倉
院
に
伝
わ
る
布
や
絹
に
残
さ
れ
た
調
庸

④

墨
書
銘
か
ら
、
収
取
す
る
段
階
で
郡
司
が
関
与
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
布
や

絹
の
生
産
の
仕
組
み
は
史
料
の
制
約
が
大
き
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
。

そ
こ
で
具
体
的
な
紡
織
関
係
の
遺
物
に
基
づ
く
検
討
が
期
待
さ
れ
る
。
考
古
学
で
は
、
現
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古代日本の紡織体制（東村）

紡
織
工
程
は
、
動
植
物
の
繊
維
を
加
工
し
て
糸
を
紡
ぐ
こ
と
（
製
糸
）
と
織
物
を
織
る
こ
と
（
製
織
）
の
大
き
く
二
段
階
で
構
成
さ
れ
る
。

か
せ

本
稿
で
は
、
糸
が
「
認
」
の
形
で
流
通
す
る
事
実
に
基
づ
き
、
製
糸
と
製
織
の
分
業
と
い
う
視
点
か
ら
生
産
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
。
分
析
の

対
象
と
し
て
、
出
土
し
た
木
製
品
か
ら
判
別
が
可
能
な
棟
・
総
か
け
・
糸
枠
（
図
１
）
を
挙
揃
、
後
の
二
者
に
つ
い
て
は
形
態
上
の
特
徴
に
基

か
せ

い
と
わ
く

づ
い
た
基
礎
的
な
分
析
を
行
う
。
そ
し
て
、
製
糸
具
の
峠
と
製
織
具
の
総
か
け
・
糸
枠
の
組
成
を
検
討
し
、
律
令
制
成
立
期
の
宮
都
と
地
方
に

お
け
る
紡
織
の
分
業
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
。

①
織
物
と
は
、
綜
統
を
備
え
た
織
機
で
織
っ
た
も
の
の
こ
と
を
指
す
。
綜
統
に
よ

り
経
糸
を
一
度
に
開
口
し
、
そ
こ
へ
緯
糸
を
通
す
点
で
、
絹
布
な
ど
の
編
物
と
区

別
す
る
。

②
石
母
田
正
「
古
代
・
中
世
社
会
と
物
質
文
化
１
１
織
物
の
生
産
を
中
心
と
し
て

ｌ
」
宕
母
田
正
著
作
集
」
第
二
巻
古
代
社
会
議
Ⅱ
、
岩
波
書
店
一
九
八

八
年
（
初
出
は
一
九
五
六
年
）
。
角
山
幸
洋
「
日
本
染
織
発
達
史
」
第
二
章
三
、

田
畑
書
店
、
一
九
六
五
年
。
浅
香
年
木
百
本
古
代
手
工
業
史
の
研
究
」
法
政
大

学
出
版
、
一
九
七
一
年
。
栄
原
永
遠
男
「
奈
良
時
代
流
通
経
済
史
の
研
究
」
付
章

二
、
塙
書
房
一
九
九
二
年
。
櫛
木
謙
周
「
都
市
手
工
業
者
形
成
鐙
ノ
‐
ト
ー

高
級
織
物
の
濡
要
と
生
産
を
中
心
に
ｌ
」
「
日
本
社
会
の
史
的
繍
造
古
代
・

中
世
」
大
山
喬
平
教
授
退
官
記
念
会
縄
、
思
文
間
出
版
、
一
九
九
七
年
な
ど
。

③
角
山
幸
洋
「
古
代
紡
織
具
と
調
廠
施
布
」
「
愛
泉
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
第
二

号
、
一
九
六
七
年
、
狩
野
久
「
律
令
制
収
奪
と
農
民
」
百
本
史
研
究
」
第
六
七

号
、
一
九
六
八
年
、
前
掲
注
②
浅
香
年
木
文
献
な
ど
。
こ
れ
に
対
し
て
、
調
廠
の

布
は
一
般
農
民
で
も
織
成
で
き
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
森
明
彦
「
調
庸
布
織
成

に
関
す
る
二
・
三
の
問
題
」
「
大
阪
経
大
請
集
」
第
四
二
巻
第
六
号
、
一
九
九
二

年
）
。

④
今
津
勝
紀
「
調
庸
墨
瞥
銘
と
荷
札
木
簡
」
「
日
本
史
研
究
」
第
三
二
三
号
、
一

九
八
九
年
。

⑤
向
坂
鋼
二
「
古
代
に
お
け
る
貢
納
織
布
生
産
の
一
形
態
」
「
誇
集
日
本
原
始
」

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
。

⑥
山
中
敏
史
「
古
代
地
方
官
簡
遺
跡
の
研
究
」
第
一
章
第
五
節
、
塙
番
房
、
一
九

九
四
年
。

⑦
鈴
木
敏
則
「
遠
江
に
お
け
る
原
始
・
古
代
の
紡
織
具
」
「
浜
松
市
博
物
館
報
」

第
一
二
号
、
一
九
九
九
年
。
本
稿
を
着
想
す
る
に
あ
た
り
、
大
き
な
示
唆
を
得
て

い
る
。

⑧
時
期
は
下
る
が
、
宇
野
隆
夫
は
収
取
の
対
象
と
も
な
る
織
物
の
生
産
が
荘
園
荘

家
な
ど
公
的
な
場
で
行
わ
れ
た
と
す
る
（
「
越
に
お
け
る
律
令
的
生
産
構
造
の
展

澗
ｌ
川
・
里
・
海
辺
の
営
み
と
古
代
国
家
ｌ
」
『
古
代
王
権
と
交
流
三

越
と
古
代
の
北
陸
」
小
林
昌
二
絹
、
名
著
出
版
、
一
九
九
六
年
）
。

⑨
考
古
資
料
と
民
具
資
料
と
の
比
較
を
試
み
た
角
山
幸
洋
の
研
究
が
あ
る
（
前
掲

注
②
角
山
幸
洋
文
献
、
角
山
幸
洋
「
出
土
棟
に
つ
い
て
」
「
背
陵
」
奈
良
県
立
橿

原
考
古
学
研
究
所
蕊
報
第
七
三
号
、
一
九
九
○
年
、
角
山
幸
洋
「
出
土
「
舞
羽
」

に
つ
い
て
」
「
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
」
二
五
、
一
九
九
二
年
な
ど
）
。

⑩
「
木
器
集
成
図
録
近
畿
古
代
篇
」
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
八
四

年
）
、
『
木
器
集
成
図
録
近
畿
原
始
篇
」
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
九

43(605)



こ
れ
ま
で
、
峠
・
認
か
け
・
糸
枠
は
考
古
学
で
は
大
き
く
糸
巻
き
と
し
て
括
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
本

項
で
は
、
紡
織
工
程
を
復
元
し
、
工
程
が
製
糸
と
製
織
の
二
段
階
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
棟
・
紹
か
け
・
糸
枠
を
ど
の

工
程
で
使
用
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
復
元
は
江
戸
後
期
の
資
料
を
元
に
し
た
角
山
幸
洋
や
竹
内
晶
子
の
研
究
を
参
考
と
し
軸
。
こ
の
復

元
案
が
ど
の
時
期
ま
で
遡
及
す
る
か
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
る
が
、
用
具
の
基
本
的
な
形
態
や
構
造
は
時
期
を
通
じ
て
大
き
く
変
化
し
な
い
た

②め
、
こ
こ
で
依
拠
す
る
復
元
案
を
大
き
く
逸
脱
し
な
い
と
考
え
る
。

織
物
の
素
材
は
多
種
あ
る
が
、
古
代
日
本
で
は
主
と
し
て
麻
と
蚕
糸
の
二
つ
が
あ
る
。
麻
な
ど
の
植
物
性
繊
維
の
場
合
、
繊
維
を
長
ぐ
つ
な

お
お
け

お
う

ぎ
、
苧
桶
に
貯
め
る
（
苧
績
み
）
。
こ
れ
に
湿
り
気
を
加
え
な
が
ら
紡
錘
車
で
撚
り
を
か
け
、
紡
軸
に
巻
き
取
る
（
図
２
１
①
撚
り
か
け
）
。
糸
が

一
杯
に
な
る
と
、
桂
に
巻
き
上
げ
る
。
梓
は
、
糸
を
乾
燥
さ
せ
て
撚
り
を
安
定
さ
せ
る
と
と
も
に
、
糸
の
分
量
を
計
る
た
め
の
用
具
で
あ
る

（
図
２
１
②
総
上
げ
）
。
棟
か
ら
外
す
と
、
糸
が
幾
重
に
も
輪
状
に
束
ね
ら
れ
た
「
認
」
が
で
き
て
い
る
。
綴
は
糸
束
の
分
量
を
示
す
単
位
に
も

な
る
。
ま
た
、
こ
の
状
態
で
漂
白
や
染
色
な
ど
の
加
工
を
行
う
。
動
物
性
繊
維
の
蚕
糸
で
は
、
熱
湯
に
浸
し
た
蚕
の
繭
か
ら
糸
を
引
き
、
糸
枠

な
ど
に
繰
る
。
さ
ら
に
乾
燥
さ
せ
な
が
ら
大
き
な
枠
に
巻
き
返
し
て
、
認
に
す
る
（
繰
和
。

た
て
い
と
せ
い
け
い

以
上
が
製
糸
工
程
の
諸
段
階
で
あ
り
、
次
の
段
階
が
製
織
工
程
と
な
る
。
紹
と
な
っ
た
麻
糸
・
絹
糸
を
経
糸
と
し
て
整
経
し
、
織
機
に
か
け

る
。
ま
ず
、
紹
を
綴
か
け
に
か
け
て
保
持
し
、
回
転
さ
せ
て
引
き
出
し
た
糸
を
複
数
の
糸
枠
に
巻
き
直
し
て
小
分
け
す
る
（
図
２
１
③
巻
き
返

三
年
）
で
は
、
棒
・
認
か
け
・
糸
枠
に
つ
い
て
形
態
的
な
定
義
が
明
示
さ
れ
、
そ

の
後
に
出
土
し
た
資
料
の
認
定
を
容
易
に
し
た
。
本
稿
で
も
、
資
料
の
名
称
や
そ

第
一
章
古
代
紡
織
研
究
の
視
点

一
紡
織
工
程
と
用
具
（
図
２
）

の
各
部
名
称
は
こ
れ
に
従
う
。
ま
た
、
｜
‐
峠
」
と
一
・
認
」
の
混
同
を
さ
け
る
た
め
、

か
せ
か
け
は
綴
か
け
と
表
記
す
る
。
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し
）
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
糸
枠
を
並
べ
、
織
物
の
幅
と
長
さ
に

合
わ
せ
て
経
糸
の
本
数
と
長
さ
を
設
定
す
る
（
図
２
１
④
整
経

な
ど
）
。
紹
を
糸
枠
に
巻
き
直
す
の
は
、
整
経
時
に
糸
を
円
滑

に
引
き
出
す
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
小
分
け
す
る
の
は
、
そ
の

作
業
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
経
糸
の
配
色
を
決
め
る
た
め
で

あ
る
。
整
経
し
た
経
糸
を
織
機
に
か
け
、
織
り
は
じ
め
る
（
織
成
）
。

紡
織
の
工
程
は
大
き
く
製
糸
と
製
織
の
二
段
階
で
構
成
さ
れ

る
。
両
方
の
工
程
を
一
つ
の
場
所
で
一
連
に
行
う
場
合
、
糸
は

織
る
分
量
が
貯
ま
る
ま
で
紹
の
形
で
保
管
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

製
糸
と
製
織
を
一
連
に
行
う
必
要
は
な
い
。
紹
は
貢
納
や
交
易

な
ど
で
流
通
す
る
か
ら
で
あ
る
。

図
３
に
、
弥
生
時
代
か
ら
古
代
に
わ
た
り
製
糸
具
の
峠
、
製

④

織
具
の
細
か
け
と
糸
枠
の
出
土
数
を
時
期
別
に
示
し
た
。
た
だ

し
、
梓
・
総
か
け
・
糸
枠
が
出
現
す
る
時
期
は
一
様
で
は
な
い
。

⑤

ま
た
、
九
州
か
ら
東
北
地
方
に
か
け
て
資
料
が
確
認
で
き
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
布
域
も
時
期
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
以
下
、
そ

二
峠
・
認
か
け
・
糸
枠
の
出
現
と

分
布
の
広
が
り
（
図
３
、
表
１
）

》
帆
一
職
灘
灘
聴
唖
悪
物
》

◆

畦
上
：
…
錘
：
騨
桝
・
か
謡
葱
…
…
一

二
画
。

「一一－葱~~一系~一一字引 ′製織
一
…
：
津
…
湖
・
…
》

麻
…→…→匝壷.i織
紹かけ･糸枠糸枠織機：

｢苧頚詞→厩7ﾗー 寂ｦ]→厘
苧桶など苧桶･紡錘車紡

(睡璽口一睡唾ｮ‐薯要;”認かけ･糸枠糸枠．
[一一藻一素司

蚕糸
(糸枠など）

瞳:;交易などにより流通する

鐙
苧桶

¥4
一紡錘車

①撚りかけ ③巻き通

④整経など
図2紡織工程と生産用具
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『
”
Ｐ

戸
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図4棒の出土例

（青谷上寺地）

図3糸枠・認かけ・樵の時期別出土点数（~F）と比率（上

の
事
実
を
具
体
的
に
確
認
す
る
。

三
者
の
中
で
峠
の
出
現
が
最
も
早
く
、
前
一
世
紀
か
ら
後
一
世
紀
（
弥
生
中

期
中
葉
Ｉ
後
葉
）
の
出
土
例
が
確
実
で
あ
る
（
図
４
）
。
総
か
け
は
、
一
部
の
資

料
が
弥
生
時
代
後
期
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
姉
、
滋
賀
県
下
長
遺
跡
・
斗
西
遺

跡
、
長
野
県
石
川
条
里
遺
跡
例
な
ど
四
世
紀
（
古
墳
時
代
前
期
）
か
ら
出
土
例

が
増
え
る
。
五
・
六
世
紀
と
比
較
す
る
と
、
前
一
世
紀
か
ら
後
四
世
紀
で
は
、

桂
に
対
し
て
認
か
け
の
出
土
数
は
少
な
い
（
図
３
）
。
紹
か
け
の
出
現
は
峠
に

や
や
遅
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
糸
枠
は
、
大
阪
府
上
津
島
遺
跡
例
が
最
も

古
く
、
共
伴
す
る
須
恵
器
が
陶
邑
Ｔ
Ｋ
二
○
八
型
式
併
行
恥
と
五
世
紀
中
葉
か

ら
後
葉
に
比
定
で
き
る
。

表
１
に
、
製
糸
具
の
榛
、
製
織
具
の
総
か
け
・
糸
枠
の
う
ち
二
種
類
以
上
の

紡
織
具
を
出
土
し
た
遺
跡
を
挙
げ
た
。
石
川
県
太
田
ニ
シ
カ
ワ
ダ
遺
跡
で
は
四

世
紀
の
掘
立
柱
建
物
を
め
ぐ
る
周
溝
か
ら
、
峠
と
紹
か
け
が
出
土
し
た
。
ま
た
、

三
重
県
六
大
Ａ
遺
跡
（
Ⅲ
層
）
で
も
時
期
幅
が
あ
る
も
の
の
、
峠
と
紹
か
け
が

出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
四
世
紀
に
は
同
じ
場
所
で
の
一
連
の
工
程
で
峠
と
総
か

け
を
使
用
し
た
と
推
定
で
き
る
。
前
一
世
紀
か
ら
後
四
世
紀
に
お
い
て
、
榛
と

認
か
け
の
出
土
例
は
中
国
・
近
畿
・
北
陸
・
東
海
・
中
部
地
方
に
あ
る
。
五
・

六
世
紀
に
な
る
と
、
群
馬
県
三
ッ
寺
Ｉ
遺
跡
や
山
形
県
西
沼
田
遺
跡
な
ど
関
東

や
東
北
地
方
で
も
出
土
例
が
確
認
で
き
、
分
布
域
を
広
げ
る
。
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古代日本の紡織体制（東村

表1二種類以上の紡織具出土遺跡一覧

製糸具

遺跡［地区／層位： 時期（世紀

三重県 六大A[Ⅲ層］ 2～

長野県 石川勇

石川県 太田ニシカヮダ

静岡県 山ノ花

群馬県 三ツ寺ユ 5後半～6初副

奈良県 5末葉～6初罫

奈良県 名柄 5末葉～6前誹

三重県 六犬A[I1層］ 5～8

山形県 西沼日

千葉県 菅生

静岡県 '錫［Ⅶ層 6中莱～7中雰

宮城県 山王・市川橋 6後半～7中謀

滋賀県 穴太 7前葉～中謝

徳島県 観音寺［Ⅶ層］ 7中訓

長野県 屋ｲ｛ 7中莱～8前諜

香川県 下川津 7（～8前半

徳島県 観音寺［IⅡ．Ⅳ層畠 7後葉～8前斗

静岡県
伊場[VW]梶子・梶!‐
北・城:il

7後半～

奈良県 平城京二条二坊・三条二坊 8前蕊～中葉

奈良県 平城言 8前葉～後葉

静岡県 川合

静岡県 御子ヶ谷 8（～9

兵庫県 袴狭［深田・国分寺地区］

兵庫県 袴狭［内田・谷外地区］

京都府 古麗 12～13

製織具

紹かIナ

B一

A

71

A"

A・A'

A

31A
I

A

A

A'

B

12 B・B豪

B

B一

B・

糸枠

2

3

【凡例】認かけは左に点数、右に分類。B～は端部が欠損しており、A'の可能性があ
るもの。糸枠は中型のみの点数。
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糸
枠
は
、
出
現
当
初
で
は
近
畿
地
方
に
集
中
し
て
分
布
す
る
（
図
過
）
。
豪
族
居
館
と
考
え
ら
れ
る
奈
良
県
名
柄
遺
跡
で
は
、
濠
の
埋
土
中

⑧

か
ら
糸
枠
と
細
か
け
が
Ｔ
Ｋ
二
三
か
ら
Ｍ
Ｔ
一
五
型
式
併
行
期
（
五
世
紀
末
葉
か
ら
六
世
紀
前
葉
）
の
須
恵
器
と
と
も
に
出
土
し
た
。
新
し
く
出

現
し
た
糸
枠
と
縄
か
け
を
一
緒
に
使
用
し
た
と
推
定
で
き
る
初
例
で
あ
る
。
糸
枠
は
七
世
紀
後
葉
に
な
る
と
、
中
部
・
東
海
・
四
国
地
方
へ
、

さ
ら
に
九
世
紀
ま
で
に
は
九
州
か
ら
東
北
地
方
に
か
け
て
分
布
を
広
げ
る
（
図
喝
）
。

六
世
紀
の
段
階
で
、
中
国
か
ら
東
北
地
方
に
お
い
て
棟
と
総
か
け
を
同
じ
場
所
で
の
一
連
の
工
程
で
使
用
す
る
状
況
が
普
遍
化
す
る
。
そ
こ

⑨

へ
糸
枠
が
加
わ
れ
ば
、
先
述
の
生
産
工
程
が
適
用
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
杵
・
総
か
け
・
糸
枠
の
出
現
す
る
時
期
は
段
階
的
で
、
且
つ
地
域

差
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
揃
う
時
点
で
一
緒
に
使
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。

す
で
に
六
世
紀
に
は
中
国
か
ら
東
北
地
方
に
か
け
て
、
製
糸
具
の
棒
と
製
織
具
の
認
か
け
の
使
用
が
普
及
し
て
い
た
。
し
か
し
、
七
世
紀
に

入
る
と
、
一
転
し
て
峠
が
減
少
し
、
糸
枠
が
急
増
す
る
と
い
う
大
き
な
変
化
が
現
れ
る
（
図
３
）
。
七
世
紀
に
属
す
峠
の
う
ち
、
時
期
が
細
分

で
き
な
い
埼
玉
県
北
島
遺
跡
例
を
除
く
と
、
前
葉
か
ら
中
葉
ま
で
に
収
ま
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
る
。
七
世
紀
後
葉
か
ら
八
世
紀
以
降
で
は

棟
は
僅
か
数
例
が
確
認
で
き
る
に
と
ど
ま
る
。
一
方
、
糸
枠
は
急
激
に
増
加
す
る
。
特
に
、
八
世
紀
で
は
八
七
点
の
出
土
例
が
確
認
で
き
、
こ

の
う
ち
宮
都
の
出
土
例
が
約
六
二
％
を
占
め
る
。
ま
た
、
先
述
の
よ
う
に
糸
枠
は
七
世
紀
後
葉
以
降
、
地
方
へ
も
分
布
域
を
広
げ
る
。

棟
は
出
土
数
が
減
少
す
る
と
は
い
え
、
そ
の
使
用
が
絶
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
延
喜
式
」
で
は
伊
勢
大
神
宮
の
「
神
宝
二
一
種
」
の
一
つ

と
し
て
「
賀
世
比
」
が
み
え
麺
。
三
重
県
神
島
八
代
神
社
に
は
、
金
銅
製
の
持
の
雛
型
が
二
点
伝
世
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
安
時
代
末
期
の
史

⑪

料
に
は
、
農
民
の
家
財
と
し
て
「
こ
か
せ
」
が
挙
げ
ら
れ
麺
。
鎌
倉
後
期
の
『
春
日
権
現
験
記
絵
」
で
は
、
紡
錘
車
と
榛
を
共
に
使
用
す
る
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
２
１
②
）
。
棟
は
近
代
の
民
具
資
料
と
し
て
各
地
で
認
識
で
き
る
こ
と
か
ら
も
汎
時
代
的
に
使
用
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
出
土
遺
物
に
限
っ
て
言
え
ば
、
七
世
紀
後
葉
以
降
で
は
棟
が
減
少
し
、
製
織
具
の
総
か
け
と
糸
枠
を
主
体
と
す
る
傾
向
が
明
ら

三
七
世
紀
後
葉
以
降
に
お
け
る
峠
の
減
少
と
糸
枠
の
急
増
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古代日本の紡織体制（東村）

か
で
あ
る
。
特
に
、
大
量
の
木
製
品
を
出
土
し
た
平
城
宮
・
京
や
静
岡
県
伊
場
遺
跡
群
に
お
い
て
は
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
律
令

期
以
前
と
以
後
で
は
木
製
品
の
組
成
が
変
化
す
る
が
、
そ
れ
は
木
製
品
の
出
土
が
古
墳
時
代
ま
で
は
集
落
跡
に
多
く
、
律
令
期
で
は
宮
都
や
官

⑬

簡
跡
に
多
い
と
い
う
出
土
遺
跡
の
性
格
の
違
い
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
棟
の
減
少
に
つ
い
て
も
、
律
令
期
で
は
集
落
跡
か
ら
木
製
品
が
ほ
と
ん
ど

出
土
し
な
い
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
峠
は
宮
都
や
地
方
官
荷
で
は
な
く
、
む
し
ろ
集
落
で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
紹
が
貢
納
や
交
易
な
ど
で
流
通
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
古
代
社
会
に
お
い
て
紡
織
体
制
を
議
論
す
る
と
き
、
宮
都
・
地

方
官
簡
・
集
落
に
お
け
る
製
糸
と
製
織
の
分
業
と
い
う
視
点
が
必
要
と
な
る
。

①
は
じ
め
に
注
②
角
山
幸
洋
文
献
第
五
章
一
・
竹
内
晶
子
「
弥
生
の
布
を
織
る
」

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
。

②
古
代
末
期
か
ら
中
世
の
絵
巻
物
に
描
か
れ
た
紡
織
具
が
近
代
の
民
具
資
料
と
類

似
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
（
渋
沢
敬
三
「
絵
巻
物
に
み
る
日
本
常
民
生
活
絵

引
」
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
）
。
さ
ら
に
、
古
墳
時
代
中
期
以
降
に
出
土
し
た
織

機
部
材
に
、
近
代
ま
で
使
用
し
た
地
機
の
構
造
に
特
有
で
あ
る
広
幅
の
両
耳
を
も

つ
経
巻
具
、
い
の
あ
し
状
の
布
巻
具
が
認
め
ら
れ
る
。

③
真
綿
か
ら
紬
糸
と
す
る
場
合
、
た
た
り
や
拝
の
使
用
が
想
定
さ
れ
る
（
成
田
重

兵
衛
「
蚕
飼
絹
締
大
成
」
一
八
一
三
年
）
。
し
か
し
、
古
代
で
は
正
倉
院
に
蔵
せ

ら
れ
た
調
絹
紬
は
繰
糸
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
た
め
（
尾
形
充
彦
「
裂
地

と
し
て
み
た
正
倉
院
の
調
総
」
「
正
倉
院
紀
要
」
第
一
二
号
、
一
九
九
九
年
な
ど
）
、

本
稿
で
い
う
絹
と
は
、
紬
糸
で
は
な
く
繰
糸
を
前
提
と
す
る
。

④
以
下
、
一
部
の
部
材
の
み
が
出
土
し
た
場
合
、
復
元
さ
れ
た
状
態
を
想
定
し
て

一
個
体
と
数
え
、
部
材
が
組
み
合
っ
て
出
土
し
た
場
合
は
一
組
で
一
個
体
と
し
て

数
え
た
。
八
世
紀
に
糸
枠
の
数
が
突
出
し
て
多
い
の
は
、
一
組
あ
た
り
の
部
材
の

数
が
多
い
こ
と
、
遺
物
と
し
て
認
識
し
易
い
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
時
期

が
二
区
間
に
わ
た
る
資
料
は
○
・
五
で
分
配
し
、
そ
れ
以
上
の
長
期
に
わ
た
る
資

料
は
省
い
た
。
時
期
区
分
と
そ
の
年
代
観
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
「
考
古
資
料
大

観
第
八
巻
弥
生
・
古
墳
１
代
木
・
嶺
維
製
品
」
（
山
田
昌
久
網
、
小
学
館
、

二
○
○
三
年
）
に
準
じ
た
。

⑤
九
州
地
方
で
峠
・
綴
か
け
の
出
土
例
は
極
め
て
少
な
い
。
指
物
に
適
し
た
針
葉

樹
を
多
用
し
な
い
地
域
で
は
、
本
稿
で
扱
う
資
料
に
準
じ
な
い
紡
織
具
の
存
在
も

想
定
さ
れ
、
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑥
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
の
滋
賀
県
松
原
内
湖
遺
跡
、
三
重
県
六
大

Ａ
遺
跡
（
Ⅲ
層
）
例
が
あ
る
。

⑦
以
下
、
田
辺
編
年
（
田
辺
昭
三
「
須
恵
器
大
成
」
、
角
川
書
店
、
一
九
八
一

年
）
に
基
づ
く
。

③
こ
の
他
、
陶
邑
Ｔ
Ｋ
一
二
六
か
ら
二
○
八
型
式
併
行
期
の
滋
賀
県
湖
西
線
遺
跡
、

陶
邑
Ｔ
Ｋ
四
七
か
ら
Ｍ
Ｔ
一
五
型
式
併
行
期
の
奈
良
県
西
隆
寺
遺
跡
（
下
層
）
、

上
限
が
Ｔ
Ｋ
七
三
形
式
以
前
、
下
限
が
八
世
紀
代
と
な
る
三
重
県
六
大
Ａ
遺
跡

（
Ⅱ
層
）
例
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
出
現
期
の
糸
枠
と
し
て
ま
と
め
て
お
く
。

⑨
紹
か
け
・
糸
枠
が
出
現
す
る
以
前
は
、
鍔
を
他
者
に
両
手
首
で
保
持
し
て
も
ら

い
、
糸
玉
に
し
て
小
分
け
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
前
掲
注

①
竹
内
晶
子
文
献
）
。

⑩
『
延
喜
式
」
巻
四
神
祇
式
伊
勢
太
神
宮
「
金
銅
賀
世
比
二
枚
長
各
九
寸

六
分
手
長
五
寸
八
分
」
「
銀
銅
賀
世
比
二
枚
長
各
九
寸
六
分
手
長
五
寸
八
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本
章
で
は
、
七
世
紀
後
葉
以
降
に
主
と
し
て
出
土
す
る
総
か
け
・
糸
枠
の
形
態
上
の
特
徴
に
基
づ
い
た
分
析
を
行
う
。
こ
れ
ま
で
出
土
し
た

木
製
品
か
ら
律
令
期
の
紡
織
体
制
を
論
じ
る
際
、
織
機
部
材
を
検
討
の
対
象
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
現
段
階
に
お
い
て
緯
打
具
な
ど
特
徴
的

な
一
部
の
部
材
を
除
き
、
出
土
し
た
部
材
が
織
機
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
確
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
そ
こ
で
、
製
織
工
程

の
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
手
段
と
し
て
認
か
け
・
糸
枠
の
分
析
が
有
効
で
あ
る
。

①

総
か
け
に
つ
い
て
は
、
民
具
資
料
と
の
比
較
を
試
み
た
角
山
幸
洋
の
研
究
が
あ
る
。
ま
た
、
「
木
器
集
成
」
原
始
篇
で
は
近
畿
圏
内
で
出
土

②

し
た
総
か
け
・
糸
枠
が
集
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
各
地
で
出
土
例
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
即
し
た
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
総
か
け
・
糸
枠
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
形
態
上
の
特
徴
を
整
理
し
、
基
礎
的
な
分
類
を
行
う
。
ま
ず
、
法
量
の
違
い
に
着
目
し
、
総
か
け

で
は
使
用
す
る
糸
の
素
材
と
の
対
応
関
係
、
糸
枠
で
は
用
途
と
の
関
係
を
推
定
す
る
。
ま
た
、
機
能
上
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
装
飾
を
目
的

と
し
た
加
工
に
着
目
し
、
律
令
期
以
前
、
及
び
律
令
期
の
宮
都
と
地
方
に
お
け
る
総
か
け
・
糸
枠
の
加
工
の
特
徴
を
比
較
検
討
す
る
。

総
か
け
と
は
、
綴
を
保
持
し
、
回
転
さ
せ
て
糸
を
引
き
出
し
易
く
す
る
道
具
で
あ
る
。
細
長
く
し
た
二
本
の
支
え
木
を
十
字
に
組
み
、
回
転

軸
を
も
つ
台
に
乗
せ
る
。
支
え
木
の
両
側
、
四
隅
に
腕
木
を
差
し
込
み
、
こ
こ
に
紹
を
か
け
る
。
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
主
に
支
え
木
が
確
認

と
し
た
加
工
に
着
目
し
、
律
令
期

（
一
）
総
か
け
の
認
定
基
準

分
」
（
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
）

⑪
金
子
裕
之
「
律
令
期
祭
記
遺
物
集
成
」
「
律
令
祭
祁
論
考
」
塙
書
房
、
一
九
九

一
年
な
ど
。

⑫
「
巻
は
た
一
、
こ
か
せ
一
、
つ
み
二
」
．
乗
院
文
密
」
京
都
大
学
所
蔵
、
一

第
二
章
総
か
け
と
糸
枠

一
総
か
け

一
七
○
（
嘉
応
二
）
年
十
一
月
二
八
日
、
興
福
寺
領
槻
津
国
河
南
昌
桜
住
人
等
注

進
状
。
つ
み
は
紡
錘
車
の
意
だ
ろ
う
。

⑬
は
じ
め
に
注
⑩
奈
文
研
一
九
八
四
年
文
献
．
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で
き
る
。
支
え
木
の
中
心
部
は
通
常
相
欠
き
仕
口
と
し
、
回
転
軸
を
通
す
軸
孔
が
あ
く
。
そ
の
端
部
に
は
腕
木
を
差
し
込
む
小
孔
が
上
方
を
外

側
に
向
け
て
斜
め
に
あ
く
。
斜
め
に
な
る
の
は
、
上
に
掛
け
た
縄
を
外
れ
に
く
く
す
る
た
め
で
あ
る
。
多
く
は
、
軸
孔
や
小
孔
部
分
で
折
損
し

た
状
態
で
出
土
す
る
。
腕
木
は
小
さ
な
棒
材
で
あ
れ
ば
足
り
る
た
め
、
単
独
の
出
土
で
は
認
定
が
難
し
い
が
、
支
え
木
の
小
孔
内
に
残
る
木
片

た
た
り

が
確
認
で
き
る
資
料
も
あ
る
（
図
５
１
２
）
。
支
え
木
を
受
け
る
台
は
、
回
転
軸
と
橘
の
台
と
も
呼
称
さ
れ
る
方
形
台
状
の
木
製
品
を
組
み
合

③
④

わ
せ
る
構
造
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
笠
状
木
製
品
も
そ
の
候
補
と
す
る
案
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
角
山
幸
洋
の
研
究
と
同
様
に
、
形
態
的
特
徴
に
よ
り
確
定
で
き
る
支
え
木
を
分
析
の
対
象
と
す
る
。
さ
ら
に
、
遺
存
度
の
低
い
資

料
で
も
比
較
検
討
の
対
象
と
で
き
る
よ
う
に
、
軸
孔
か
ら
小
孔
ま
で
が
遺
存
す
る
良
好
な
資
料
三
八
点
に
基
づ
き
、
支
え
木
の
法
量
的
な
認
定

基
準
を
設
定
す
る
。
支
え
木
中
央
部
の
軸
孔
周
囲
の
幅
は
、
九
五
％
が
二
’
五
ｍ
の
範
囲
に
あ
る
。
幅
は
概
ね
端
部
に
向
か
う
に
従
い
、
や
や

狭
く
な
る
。
個
体
差
は
あ
る
が
、
最
も
狭
い
も
の
で
は
幅
一
・
五
叩
程
度
で
あ
る
。
厚
み
は
中
央
部
で
ほ
ぼ
一
’
一
面
の
範
囲
に
あ
り
、
端
部

で
は
最
も
薄
い
も
の
で
○
・
五
皿
程
度
と
な
る
。
ま
た
、
軸
孔
径
は
約
八
八
％
が
一
’
一
面
の
範
囲
に
あ
る
。
以
上
の
数
値
は
総
か
け
と
し
て

機
能
す
る
上
で
妥
当
な
法
量
の
範
囲
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
基
準
に
よ
り
、
二
世
紀
か
ら
一
三
世
紀
に
属
す
、
北
は
宮
城
県
か
ら
南
は
岡
山
県

ま
で
の
出
土
例
一
○
三
点
を
総
か
け
と
し
て
認
定
し
た
。

認
の
大
き
さ
（
図
６
）
ま
ず
、
支
え
木
の
軸
孔
の
中
心
か
ら
斜
め
に
あ
い
た
小
孔
の
外
側
ま
で
の
長
さ
（
ｒ
）
に
着
目
す
る
。
こ
の
長
さ
の

⑤

違
い
は
、
認
か
け
に
か
け
る
紹
の
大
き
さ
（
糸
を
輪
状
に
束
ね
て
で
き
た
認
の
一
周
分
の
長
さ
）
に
対
応
す
る
。
角
山
幸
洋
は
出
土
し
た
紹
か
け
の

支
え
木
八
点
を
民
具
資
料
と
の
比
較
か
ら
、
ｒ
Ⅱ
五
○
’
六
○
ｍ
程
の
第
一
形
式
と
、
ｒ
Ⅱ
二
○
’
三
○
ｍ
程
の
第
二
形
式
に
二
分
し
、
こ
れ

⑥

を
用
途
の
差
異
と
み
た
。
す
な
わ
ち
、
撚
り
が
戻
り
が
ち
な
麻
な
ど
の
強
靭
な
植
物
性
繊
維
で
作
ら
れ
た
糸
は
、
認
を
安
定
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
、
大
型
の
第
一
形
式
を
使
用
し
た
。
そ
の
一
方
、
柔
軟
性
の
あ
る
絹
糸
な
ど
は
そ
の
必
要
が
な
く
、
小
型
の
第
二
形
式
で
対
応
で
き
る
と
し

た
。
し
か
し
、
支
え
木
の
法
量
差
が
用
途
差
を
反
映
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
時
期
が
違
っ
て
も
同
様
の
法
量
差
が
認
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
よ

（
二
）
分
類
の
視
点
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長さ(cm
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山ノ花
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六大A①
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図6

［
当
１
国
引
酉
Ｉ

閲
認かけの支え木の長さ(rl～r2の範囲）による分類

り
多
く
の
資
料
を
蓄
積
し
た
上
で
再
検
討

が
必
要
と
な
る
。

こ
こ
で
は
、
集
成
し
た
資
料
の
う
ち
、

軸
孔
（
回
転
軸
）
か
ら
最
も
近
い
小
孔

（
腕
木
）
ま
で
の
長
さ
（
ｒ
ｌ
）
と
、
軸

孔
か
ら
最
も
遠
い
小
孔
ま
で
の
長
さ
（
ｒ

２
）
が
計
測
可
能
な
三
八
点
を
分
析
す
る
。

図
６
に
そ
れ
ぞ
れ
ｒ
ｌ
か
ら
ｒ
２
の
範
囲

を
示
し
た
。
ま
ず
、
ｒ
２
に
注
目
す
る
と
、

約
五
○
’
七
○
ｍ
と
約
三
○
’
四
○
皿
の

二
つ
の
範
囲
に
集
中
す
る
。
前
者
を
Ａ
類
、

後
者
を
Ｂ
類
と
す
る
。
次
に
ｒ
ｌ
に
注
目

す
る
と
、
Ｂ
類
で
は
二
○
翌
別
後
の
も
の

が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ａ
類
で
は
ｒ

ｌ
が
五
○
ｍ
前
後
に
収
ま
る
も
の
と
、
さ

ら
に
二
○
’
四
○
翌
別
後
ま
で
広
が
る
も

の
と
の
二
つ
に
細
分
で
き
る
。
そ
の
結
果
、

以
下
の
三
つ
に
大
き
く
分
類
で
き
る
。

Ａ
類
・
・
ｒ
ｌ
か
ら
ｒ
２
ま
で
が
約
五
○
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’
七
○
ｍ
以
上
の
範
囲
に
あ
る
。

Ａ
類
：
ｒ
１
が
約
二
○
弱
’
四
○
叫
ｒ
２
が
約
五
○
ｉ
七
○
ｍ
の
範
囲
に
あ
る
。

Ｂ
類
：
ｒ
ｌ
か
ら
ｒ
２
ま
で
が
約
二
○
弱
’
四
○
ｍ
の
範
囲
に
収
ま
る
。

Ｂ
類
で
端
部
ま
で
残
る
資
料
で
は
、
軸
孔
か
ら
端
部
ま
で
の
長
さ
が
ほ
ぼ
四
○
ｍ
以
内
に
収
ま
る
。
例
え
ば
、
滋
賀
県
下
長
遺
跡
例
は
軸
孔

か
ら
端
部
ま
で
三
七
ｍ
を
計
る
。
こ
の
場
合
、
三
七
叩
以
内
の
長
さ
で
の
使
用
を
前
提
と
し
て
製
作
さ
れ
、
五
○
’
七
○
叩
の
範
囲
に
紹
を
か

け
る
と
い
う
状
況
は
元
々
意
図
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
Ａ
類
は
大
き
い
紹
用
に
、
Ｂ
類
は
小
さ
い
紹
用
に
作
り
分
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ａ

類
は
本
来
大
き
い
紹
用
に
製
作
さ
れ
た
総
か
け
を
、
小
さ
い
紹
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

Ａ
類
。
Ａ
類
は
三
・
四
世
紀
を
初
現
と
し
て
、
五
世
紀
代
に
は
近
畿
か
ら
東
海
地
方
で
顕
著
と
な
り
、
六
世
紀
に
入
る
と
千
葉
県
菅
生
遺
跡
、

山
形
県
西
沼
田
遺
跡
例
な
ど
関
東
・
東
北
地
方
に
分
布
を
広
げ
る
。
七
・
八
世
紀
で
は
滋
賀
県
穴
太
遺
跡
、
愛
知
県
志
賀
公
園
遺
跡
例
が
Ａ
類

で
あ
る
。
Ｂ
類
は
、
四
世
紀
で
は
滋
賀
県
斗
西
遺
跡
・
下
長
遺
跡
、
石
川
県
太
田
ニ
シ
カ
ワ
ダ
遺
跡
例
（
図
５
１
１
）
な
ど
近
畿
か
ら
北
陸
地

方
に
か
け
て
み
ら
れ
、
五
・
六
世
紀
で
は
岡
山
県
百
間
川
原
尾
島
遺
跡
、
静
岡
県
伊
場
遺
跡
例
な
ど
さ
ら
に
中
国
か
ら
東
海
地
方
に
広
が
る
。

七
世
紀
以
降
で
は
、
平
城
宮
・
京
（
図
５
１
３
）
や
伊
場
遺
跡
④
（
図
５
１
２
）
、
兵
庫
県
袴
狭
遺
跡
例
な
ど
が
Ｂ
類
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
資

料
数
は
十
分
と
は
い
え
な
い
が
、
Ａ
類
．
Ｂ
類
が
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
時
期
や
地
域
に
片
寄
る
傾
向
は
現
れ
な
い
。

む
し
ろ
、
重
要
な
の
は
対
応
す
る
糸
の
素
材
の
差
で
あ
る
。
紡
い
だ
麻
糸
や
樹
皮
繊
維
を
巻
い
て
お
く
た
め
の
峠
と
の
共
伴
関
係
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
桂
は
総
か
け
Ｂ
類
で
は
な
く
、
Ａ
類
．
Ａ
類
と
共
伴
す
る
こ
と
が
わ
か
る
（
表
１
）
。
太
田
ニ
シ
カ
ワ
ダ
遺
跡
の
紹
か
け
は
端
部

が
欠
損
し
て
い
る
こ
と
か
ら
Ａ
類
と
な
る
可
能
性
を
も
考
慮
す
る
と
、
棟
と
共
伴
し
た
認
か
け
の
う
ち
長
さ
の
判
明
す
る
も
の
は
す
べ
て
Ａ

類
．
Ａ
類
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
峠
と
組
み
合
う
総
か
け
Ａ
類
は
、
麻
な
ど
の
植
物
性
繊
維
に
使
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。
絹
が
柔
軟
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
麻
な
ど
の
植
物
性
繊
維
は
ご
わ
つ
き
、
折
り
目
が
つ
き
易
い
と
い
う
性
質
を
考
慮
す
る
と
、
認
か
け
Ａ
類
は
麻
な
ど
の
植
物
性

繊
維
に
、
総
か
け
Ｂ
類
は
絹
繊
維
に
よ
り
適
す
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
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細
か
け
に
か
け
る
紹
の
大
き
さ
は
、
紡
い
だ
糸
の
桂
へ
の
巻
き
取
り
方
と
関
連
す
る
。
つ
ま
り
、
棟
の
法
量
と
糸
の
巻
き
取
り
方
に
よ
っ
て

紹
の
一
周
分
の
長
さ
が
決
定
す
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
紹
は
糸
の
束
を
数
え
る
単
位
に
も
な
る
た
め
、
そ
の
糸
の
束
の
大
き
さ
は
地
域
や
集

団
、
時
期
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
小
孔
の
数
や
小
孔
の
位
置
に
つ
い
て
は
使
用
す
る
糸
素
材
へ
の
適
性
、
す
な
わ
ち
麻
糸

と
絹
糸
の
違
い
に
加
え
て
、
認
の
大
き
さ
に
関
す
る
地
域
的
、
集
団
的
、
時
期
的
な
規
制
を
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

八
世
紀
・
一
○
世
紀
前
半
に
属
す
静
岡
県
梶
子
北
・
九
反
田
遺
跡
の
二
例
は
ｒ
２
が
四
○
翌
則
後
と
Ｂ
類
に
含
ま
れ
る
が
、
ｒ
ｌ
の
値
が
三

○
ｍ
以
上
と
大
き
く
、
Ｂ
類
の
平
城
宮
・
京
例
と
は
排
他
的
で
あ
る
。
類
例
の
増
加
を
待
っ
て
、
さ
ら
に
細
か
い
分
析
を
行
う
余
地
が
あ
る
。

支
え
木
の
平
面
形
に
み
る
特
徴
次
に
、
支
え
木
の
平
面
形
に
着
目
す
る
。
支
え
木
の
平
面
形
は
、
形
状
に
よ
り
以
下
の
四
つ
に
大
別
で
き
る

（
図
７
）
。
側
面
の
剖
形
の
有
無
や
加
工
の
程
度
の
違
い
は
総
か
け
の
機
能
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
し
な
い
と
み
て
よ
い
。

Ｉ
類
：
軸
孔
の
あ
る
中
央
部
か
ら
端
部
ま
で
、
幅
が
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
も
の
（
端
部
の
幅
は
中
央
部
の
幅
の
九
○
％
以
上
）
。

Ⅱ
類
：
中
央
部
か
ら
端
部
に
か
け
て
徐
々
に
幅
が
狭
く
な
る
も
の
（
端
部
の
幅
は
中
央
部
の
幅
の
九
○
％
以
下
）
。

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

場
遺
跡
、
香
川
県
下
川
津
遺
跡
（
図
５
１
４
）
、
ｒ
愛
知
県
志
賀
公
園
遺
跡
例
な
ど
が
あ
る
。
Ⅱ
類
は
宮
城
県
山
王
遺
跡
、

一
一一

勢>＝＝＝＝＝＝

＝＝=三回>＝＝＝＝＝

Ⅲ
類
：
中
央
部
寄
り
の
両
側
面
を
剖
り
込
ん
で
、
幅
が
急
に
狭
く
な
る
も
の
。

Ⅳ
類
・
・
Ⅲ
類
の
中
央
部
の
両
側
面
に
も
剖
形
を
い
れ
た
も
の
。

類識
製
作
に
費
や
す
手
間
か
ら
み
る
と
、
Ｉ
類
が
最
も
加
工
の
程
度
が
低
く
、
Ⅳ
類
は
最
も
加
工
の
程
度
が
高
い
。
し

⑦

性
た
が
っ
て
Ⅳ
類
が
最
も
装
飾
性
に
富
む
と
い
え
る
。
時
期
を
追
っ
て
支
え
木
の
平
面
形
の
特
徴
を
み
る
と
、
二
世
紀

形霜
か
ら
四
世
紀
（
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
）
で
は
Ｉ
’
Ⅳ
類
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
る
。
五
・
六
世
紀
で

③

和
は
Ⅲ
類
が
七
○
％
と
主
体
と
な
り
、
Ｉ
類
が
二
％
、
Ⅱ
類
が
二
％
、
Ⅳ
類
が
一
七
％
で
あ
る
（
ｎ
Ⅱ
二
七
）
。
七
・

、
え支
八
世
紀
で
は
Ｉ
類
が
四
○
％
、
Ⅱ
類
が
二
七
％
、
Ⅲ
類
が
三
○
％
、
Ⅳ
類
は
三
％
と
な
る
（
ｎ
Ⅱ
一
八
・
五
）
。
七
・

町
八
世
紀
で
は
前
代
で
は
少
数
で
あ
っ
た
Ｉ
類
・
Ⅱ
類
が
大
幅
に
増
加
す
る
。
分
布
を
み
る
と
、
Ｉ
類
に
は
静
岡
県
伊
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以
上
、
総
か
け
の
支
え
木
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
紹
の
大
き
さ
に
対
応
し
て
あ
け
ら
れ
る
軸
孔
か
ら
小
孔
ま
で
の
長
さ
に
着
目
す
る
と
、
大
型

の
Ａ
類
と
小
型
の
Ｂ
類
に
大
別
で
き
る
。
そ
の
大
き
さ
の
違
い
は
、
前
者
は
麻
な
ど
の
植
物
性
繊
維
、
後
者
は
絹
と
い
う
糸
の
素
材
の
違
い
に

基
づ
く
こ
と
を
追
認
し
た
。
次
に
、
支
え
木
の
平
面
形
に
着
目
す
る
と
、
加
工
度
の
低
い
Ｉ
類
か
ら
高
い
Ⅳ
類
ま
で
四
つ
に
分
類
で
き
る
。
特

に
、
七
・
八
世
紀
の
地
方
で
は
、
支
え
木
側
面
の
加
工
度
が
低
く
、
実
用
に
徹
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
一
）
糸
枠
の
認
定
基
準

糸
枠
と
は
、
狭
義
に
は
回
転
を
利
用
し
て
、
総
か
け
に
か
け
た
糸
を
小
分
け
す
る
道
具
で
あ
る
。
複
数
の
枠
木
と
横
木
を
組
み
合
わ
せ
て
横

木
の
中
心
に
軸
棒
を
通
す
。
軸
棒
を
手
で
保
持
し
て
回
す
か
、
台
に
差
し
込
ん
だ
支
柱
に
固
定
さ
せ
て
回
す
方
法
が
知
ら
麺
、
枠
木
部
分
に
糸

を
巻
き
取
っ
て
い
く
。
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
枠
木
と
横
木
が
主
で
あ
る
。
軸
棒
は
、
用
途
不
明
の
棒
状
木
製
品
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
可
能

⑩

性
が
あ
る
。
軸
棒
に
用
い
る
樹
種
は
特
に
選
択
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
確
定
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

糸
枠
の
構
造
は
、
横
木
二
本
を
十
字
に
組
ん
だ
も
の
こ
つ
を
枠
木
四
本
と
結
合
す
る
枠
木
四
本
組
合
せ
式
が
主
体
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
構

⑪

造
は
非
常
に
例
が
少
な
い
。
各
部
材
の
形
態
は
特
徴
的
で
、
分
離
し
た
状
態
で
も
容
易
に
確
定
で
き
る
。
枠
木
四
本
組
合
せ
式
で
は
、
横
木
の

中
心
部
は
相
欠
き
仕
口
と
し
、
軸
棒
を
通
す
孔
を
あ
け
る
。
横
木
の
両
端
は
枠
木
腹
面
に
差
し
込
む
た
め
、
棒
状
に
削
り
出
す
。
枠
木
は
背
面

側
に
糸
が
直
接
に
巻
き
付
く
た
め
、
背
面
を
滑
ら
か
に
面
取
り
す
る
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
背
面
側
の
断
面
形
は
丸
い
。
腹
面
に
は
横
木
に
結

合
す
る
柄
孔
を
設
け
る
。
枠
木
側
面
か
ら
柄
孔
に
直
交
し
て
木
釘
を
打
ち
込
ん
で
横
木
を
固
定
す
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
横
木
端
部
は

静
岡
県
梶
子
遺
跡
・
伊
場
遺
跡
（
図
５
１
２
な
ど
）
例
な
ど
が
あ
る
。
平
城
宮
・
京
例
（
図
５
１
３
な
ど
）
が
Ⅲ
類
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、

Ｉ
類
・
Ⅱ
類
は
地
方
に
分
布
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
七
・
八
世
紀
で
は
加
工
度
の
低
い
Ｉ
類
・
Ⅱ
類
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
が
、
特
に
地
方
に
お
い
て
顕
著
と
な
る
。

二
糸
枠
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木
釘
に
よ
っ
て
欠
損
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、
五
世
紀
か
ら
一
○
世
紀
に
属
す
、
北
は
秋
田
県
か
ら
南
は
佐
賀
県
ま
で
の
出
土
例
一
七

三
点
（
枠
木
九
六
点
、
横
木
七
七
点
）
を
元
に
分
析
を
進
め
る
。

（
枠
木
九
六
点
、
横
木

（
二
）
分
類
の
視
点
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こ
こ
で
は
、
枠
木
・
横
木
の
単
独
資
料
を
併
せ
て
、
時
期
ご
と
に
大
型
糸
枠
と
中
型
糸
枠
の
占
め
る
割
合
を
み
る
。
出
現
期
で
あ
る
五
・
六

世
紀
の
糸
枠
は
す
べ
て
中
型
で
あ
る
（
ｎ
Ⅱ
七
・
五
）
。
七
世
紀
の
糸
枠
は
大
型
が
九
・
四
％
、
中
型
が
九
○
・
六
％
を
占
め
る
（
ｎ
Ⅱ
一
六
）
。

以
下
、
八
世
紀
で
は
大
型
が
四
％
、
中
型
が
九
三
・
四
％
（
ｎ
Ⅱ
七
六
）
、
九
世
紀
で
は
大
型
が
一
二
・
二
％
、
中
型
が
八
七
・
八
％
を
占
め
る

（
ｎ
’
二
四
・
五
）
。
こ
の
よ
う
に
、
ど
の
時
期
に
お
い
て
も
概
ね
中
型
糸
枠
が
主
体
と
な
り
、
大
型
糸
枠
は
主
体
と
は
な
ら
な
い
。

糸
枠
を
広
義
に
糸
を
巻
き
取
る
道
具
と
し
て
解
釈
す
る
と
、
紡
織
工
程
の
ど
の
段
階
で
使
用
し
た
か
限
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
例
え
ば
、

繭
か
ら
蚕
糸
を
巻
き
取
る
枠
（
糸
繰
枠
）
、
蚕
糸
を
細
に
す
る
た
め
に
巻
き
取
る
枠
（
揚
枠
）
な
ど
も
糸
枠
の
一
種
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
度
に

最
も
数
多
く
の
糸
枠
を
必
要
と
す
る
の
は
、
織
機
に
経
糸
を
か
け
る
整
経
作
業
の
段
階
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
主
体

と
な
る
中
型
糸
枠
は
、
整
経
作
業
や
そ
の
前
後
の
一
時
的
な
保
管
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
大
型
糸
枠
は
少
数
な
が
ら
も
一
定
存
在
す

る
た
め
、
中
型
糸
枠
と
は
別
の
作
業
段
階
で
の
使
用
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
繰
糸
用
と
し
て
の
可
能
性
を
残
し
て
お
き
た
い
。

糸
枠
部
材
に
み
る
加
工
の
特
徴
（
図
９
１
，
）
次
に
、
糸
枠
の
枠
木
の
腹
面
に
み
ら
れ
る
加
工
の
特
徴
に
着
目
す
る
。
枠
木
は
角
材
か
丸
棒
に

横
木
を
差
し
込
む
孔
を
あ
け
、
糸
が
巻
き
付
く
背
面
を
丸
く
面
取
り
す
れ
ば
十
分
に
機
能
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
糸
が
直
接
触
れ
る
こ
と
の
な

い
腹
面
の
加
工
は
糸
枠
の
機
能
に
影
響
し
な
い
。
こ
こ
で
は
、
腹
面
の
加
工
の
特
徴
に
よ
り
分
類
を
行
い
、
出
現
期
の
糸
枠
と
平
城
宮
・
京
を

主
と
し
た
宮
都
、
七
世
紀
後
葉
か
ら
一
○
世
紀
代
に
属
す
地
方
の
糸
枠
を
比
較
す
る
。

⑭

『
木
器
集
成
」
古
代
篇
で
は
糸
枠
は
形
状
に
よ
り
四
つ
に
分
類
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
こ
の
分
類
に
収
ま
ら
な
い
資
料
も
増
加
し
た
。
こ
こ

で
は
、
枠
木
の
腹
面
と
先
端
部
に
ほ
ど
こ
し
た
主
要
な
三
種
の
加
工
と
、
柄
孔
に
み
る
二
種
の
加
工
を
取
り
上
げ
る
。
部
位
ご
と
の
加
工
要
素

の
長
さ
が
二
○
ｍ
台
の
も
の
が
一
定
数
認
め
ら
れ
る
。
現
時
点
で
枠
木
と
組
み
合
う
出
土
例
は
な
い
が
、
さ
ら
に
大
型
化
し
た
糸
枠
の
存
在
も

想
定
で
き
る
。
ま
た
、
一
二
世
紀
以
降
で
は
中
型
糸
枠
の
枠
木
が
短
く
な
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
示
し
た
相
関
関
係
は
、
特
に
五
世
紀

か
ら
九
世
紀
代
に
適
用
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
く
。
な
お
、
小
型
糸
枠
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
二
点
が
確
認
で
き
、
類
例
を
待
っ
て
検
討
し

⑬

た
い
。
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を
次
の
よ
う
に
把
握
し
、
そ
の

枠
木
腹
面
に
み
る
加
工
要
素

円
：
鼠
刃
錐
や
三
つ
又
錐
、
四
方
錐
な
ど
で
回
転
穿
孔
し
、
言
平
面
円
形
を
呈
す
る
。

方
：
婆
や
刀
子
な
ど
で
穿
孔
し
、
平
面
方
形
を
呈
す
る
。

例
え
ば
［
ａ
ｂ
ｃ
］
は
最
も
加
工
の
程
度
が
大
き
く
、
実
用
度
と
い
う
よ
り
も
装
飾
度
を
よ
り
高
め
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
柄
孔
の
形

状
は
使
用
し
た
穿
孔
工
具
を
反
映
す
る
。
鼠
歯
錐
や
三
つ
又
錐
な
ど
が
古
代
に
お
い
て
ど
の
程
度
普
及
し
て
い
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
婆
や

刀
子
に
比
べ
る
と
や
や
特
殊
な
工
具
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
出
現
期
の
糸
枠
の
枠
木
を
検
討
す
麺
。
大
阪
府
上
津
島
遺
跡
例
（
図
ｍ
ｌ
ｌ
）
は
横
木
の
結
合

部
と
の
間
に
剖
形
を
入
れ
、
両
端
を
側
面
か
ら
み
て
刀
状
に
尖
ら
せ
、
全
体
的
に
華
著
な
つ
く
り
で
あ
る
。

方
ｎ
Ｎ
岡
川
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
ｈ
Ｕ
緬
緬
柄
孔
は
円
形
を
呈
す
る
（
［
ａ
ｂ
ｃ
円
］
）
。
滋
賀
県
湖
西
線
遺
跡
例
（
図
皿
１
２
）
は
横
木
の
結
合
部
間
は

円
、
川
同
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｕ
Ｈ
Ｕ
く
虹
角
を
軽
く
削
る
程
度
で
剖
形
は
な
く
、
両
端
は
斜
め
に
削
る
が
先
端
部
は
平
坦
で
あ
る
。
柄
孔
は
方
形
を

の噸
呈
す
る
（
［
ｂ
方
］
）
。
奈
良
県
名
柄
遺
跡
例
（
図
皿
１
３
）
は
［
ａ
ｂ
円
］
で
あ
る
。
三
重
県
六
大
Ａ
遺
跡

ｃ
’
八
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｍ
Ｉ
１
榊
例
は
［
ａ
ｂ
円
］
で
あ
る
が
、
一
部
に
結
合
部
間
を
腹
面
だ
け
で
な
く
両
側
面
か
ら
も
割
り
込
み
、
細
く

ｂ
、
八
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
Ｕ
函
９
す
る
も
の
が
あ
る
図
、
１
４
）
。
奈
良
県
西
隆
寺
（
下
層
）
例
は
整
形
技
法
上
［
ａ
ｂ
ｃ
円
］
と
い
え
る

Ｉ
図

ａ
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
Ｍ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
八
川
Ⅱ
Ｕ
が
、
全
体
的
に
幅
が
広
く
厚
み
が
薄
い
点
で
や
や
特
異
な
形
状
を
呈
す
る
（
図
加
１
８
）
。
こ
の
よ
う
に
、

柄
孔
の
形
状

ａ
：
二
つ
の
横
木
と
の
結
合
部
間
に
割
形
を
い
れ
る
。

ｂ
・
・
横
木
と
の
結
合
部
か
ら
両
端
に
向
か
い
斜
め
に
削
る
。

Ｃ
・
・
ｂ
か
ら
さ
ら
に
、
横
木
と
の
結
合
部
か
ら
両
端
に
か
け
て
刀
身
状
に
尖
ら
せ
る
。

そ
の
組
合
せ
を
［
ａ
ｂ
方
］
・
［
ａ
ｂ
ｃ
円
］
な
ど
と
表
記
し
て
枠
木
の
加
工
の
特
徴
を
表
し
た
（
図
９
）
。
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出
現
期
の
糸
枠
は
ほ
ど
こ
す
加
工
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
統
一
性
が
な
い
。

次
に
、
資
料
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
平
城
宮
・
京
の
出
土
例
を
検
討
す
る
。
平
城
宮
・
京
で
は
、
加
工
ａ
ｂ
と
加
工
ａ
ｂ
ｃ
で
全
体
の
七
六
％

を
占
め
る
（
図
哩
。
ま
た
、
柄
孔
の
ほ
と
ん
ど
は
四
つ
目
錐
な
ど
を
使
用
し
た
円
形
を
呈
す
る
。
方
形
の
柄
孔
を
も
つ
も
の
は
一
点
確
認
で

き
た
が
、
こ
れ
は
加
工
ａ
の
み
を
ほ
ど
こ
し
た
加
工
度
の
低
い
も
の
で
例
外
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
平
城
宮
・
京
の
糸
枠
に
は
画
一
性
の

高
い
加
工
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
［
ａ
ｂ
円
］
と
［
ａ
ｂ
ｃ
円
］
を
主
と
す
る
（
図
加
１
６
．
７
）
。
ま
た
、
難
波
京
内
に
位
置
す
る
細
工
谷
遺
跡
例

も
［
ａ
ｂ
円
］
と
［
ａ
ｂ
ｃ
円
］
の
二
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
宮
都
の
特
徴
と
し
て
一
般
化
で
き
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
宮
都

型
と
す
る
。
遡
っ
て
、
飛
鳥
京
域
で
確
認
さ
れ
る
七
世
紀
代
に
属
す
る
糸
枠
部
材
に
、
七
世
紀
中
葉
の
坂
田
寺
跡
（
図
加
１
５
）
が
あ
る
。
枠

木
の
両
端
は
平
ら
な
ま
ま
で
、
横
木
と
の
結
合
部
間
を
や
や
軽
く
割
り
込
む
。
柄
孔
は
円
形
を
呈
す
る
（
［
ａ
ｂ
円
］
）
。
こ
こ
に
宮
都
型
の
起
源

を
求
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

次
に
、
地
方
で
出
土
し
た
糸
枠
の
枠
木
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
地
方
で
は
宮
都
型
［
ａ
ｂ
ｃ
円
］
は
少
な
く
、
現
時
点
で
徳
島
県
観
音
寺
遺

跡
、
静
岡
県
伊
場
遺
跡
（
図
ｍ
Ｉ
Ｕ
、
兵
庫
県
袴
狭
遺
跡
例
（
図
ｍ
ｌ
じ
に
限
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
柄
孔
は
方
形
を
呈
す
る
も
の
が
半
数
近

く
を
占
め
、
加
工
ａ
．
ｂ
、
ｃ
の
い
ず
れ
も
ほ
ど
こ
さ
な
い
も
の
も
あ
る
な
ど
、
加
工
度
が
低
い
も
の
が
目
立
つ
（
図
砂
。
ま
た
、
加
工

ｂ
・
ｃ
を
ほ
ど
こ
す
場
合
で
も
、
横
木
と
の
結
合
部
を
起
点
に
削
る
の
で
は
な
く
、
端
部
に
近
い
部
分
の
み
を
削
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

（
ｂ
）
、
（
Ｃ
）
と
表
記
し
た
。

例
え
ば
、
香
川
県
下
川
達

香
川
県
下
川
津
遺
跡
例
（
図
加
ｌ
Ⅳ
・
坦
は
両
端
に
近
い
部
分
だ
け
を
僅
か
に
削
り
尖
ら
せ
、
全
体
的
に
太
身
で
あ
る
。
柄
孔

０
１
１
ｔ
１

町
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
図
切
省
略
す
る
と
い
う
も
の
で
、
よ
り
実
用
に
徹
し
た
と
い
え
る
好
例
で
あ
る
。

は
方
形
で
婆
な
ど
に
よ
る
穿
孔
時
の
加
工
痕
を
粗
く
残
す
（
［
（
ｃ
）
方
］
）
。

鯵
》
岬
た
だ
し
、
糸
が
巻
き
付
く
背
面
は
円
滑
に
削
り
、
丁
寧
に
仕
上
げ
る
。
下
川

大
く
津
遺
跡
例
は
糸
枠
と
し
て
の
機
能
は
十
分
果
た
す
が
、
装
飾
的
な
加
工
は
一

ｍ０
１
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地
方
の
糸
枠
は
、
全
体
と
し
て
み
た
場
合
、
腹
面
に
お
け
る
装
飾
的
な
加
工
度
が
低
く
、
柄
孔

が
方
形
の
も
の
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
た
だ
し
、
加
工
要
素
は
多
様
で
、
遺
跡
ご
と
の

ま
と
ま
り
か
ら
地
方
型
を
設
定
す
る
こ
と
も
難
し
い
た
め
、
こ
こ
で
は
非
宮
都
型
と
総
称
し
て

お
く
。

最
後
に
、
横
木
の
加
工
に
つ
い
て
も
宮
都
と
地
方
の
比
較
を
行
う
。
横
木
の
長
さ
は
機
能
を

反
映
す
る
こ
と
か
ら
検
討
対
象
と
は
せ
宛
、
機
能
と
は
関
係
し
な
い
側
面
の
幅
や
加
工
の
特
徴

に
着
目
す
る
。
初
現
と
な
る
名
柄
遺
跡
例
は
、
幅
三
・
一
面
で
十
字
に
組
む
相
欠
き
の
仕
口
が

平
面
八
角
形
を
呈
す
る
（
図
加
ｌ
翌
。
し
か
し
、
仕
口
は
通
常
平
面
四
角
形
で
あ
り
、
こ
れ
が

初
現
期
の
特
徴
で
あ
る
か
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
宮
都
の
横
木
は
、
平
面
四
角
形
で
幅

約
一
・
五
’
二
・
五
叩
の
範
囲
に
収
ま
る
。
端
部
は
、
仕
口
近
く
を
起
点
に
両
側
か
ら
棒
状
に

削
り
出
す
と
い
う
画
一
的
な
加
工
を
ほ
ど
こ
す
（
図
加
１
９
）
。
そ
こ
で
こ
れ
を
宮
都
型
と
す
る
。

地
方
の
横
木
に
は
、
非
宮
都
型
が
あ
る
程
度
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
山
口
県
長
登
銅
山
跡

例
（
図
ｍ
ｌ
ｎ
）
は
枠
木
と
の
結
合
部
の
み
を
細
く
し
た
短
い
突
起
を
も
つ
。
静
岡
県
御
子
ヶ

谷
遺
跡
例
に
は
、
幅
が
三
・
○
’
三
・
七
ｍ
と
宮
都
よ
り
広
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
長
野
県

屋
代
遺
跡
例
は
両
端
の
棒
状
の
突
起
を
片
側
に
寄
せ
て
削
り
出
す
（
図
加
１
週
）
。
た
だ
し
、
こ

う
し
た
例
は
少
数
で
非
宮
都
型
の
特
徴
は
枠
木
に
よ
く
表
れ
る
。

以
上
、
糸
枠
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
枠
木
と
横
木
か
ら
な
る
大
き
さ
に
よ
り
大
型
・
中
型
・
小

型
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
糸
枠
の
法
量
は
、
紡
織
工
程
の
ど
の
段
階
で
使
用
す
る
か
に
よ
っ

て
異
な
り
、
主
体
と
な
る
中
型
は
整
経
工
程
で
使
用
す
る
と
推
定
し
た
。
次
に
、
枠
木
の
腹
面
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や
横
木
の
側
面
の
加
工
に
着
目
し
、
そ
の
加
工
の
違
い
が
時
期
差
や
地
域
差
を
反
映
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
特
に
、
宮
都
で
使
用
し
た

糸
枠
は
画
一
性
の
高
い
宮
都
型
を
特
徴
と
す
る
の
に
対
し
て
、
地
方
の
糸
枠
は
在
地
性
の
強
い
特
徴
を
も
つ
も
の
が
多
く
、
加
工
に
画
一
性
が

な
い
こ
と
か
ら
、
非
宮
都
型
と
総
称
で
き
る
。

①
は
じ
め
に
注
⑨
角
山
幸
洋
一
九
九
二
年
文
献
。
な
お
、
角
山
幸
洋
は
経
か
け
を
二
’
三
本
と
組
み
合
う
も
の
と
横
木
一
枚
板
と
組
み
合
う
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、

舞
羽
と
呼
称
す
る
。

枠
木
と
横
木
を
一
木
で
作
る
枠
木
四
本
一
木
式
、
枠
木
六
本
一
木
式
が
あ
る
。

②
は
じ
め
に
注
⑩
奈
文
研
一
九
九
三
年
文
献
。

⑫
は
じ
め
に
注
⑩
奈
文
研
一
九
八
四
年
文
献
。

③
〔
三
重
県
埋
文
セ
ニ
○
○
○
〕
一
五
九
頁
第
三
一
図
’
四
一
七
・
四
一
八
、
一
⑬
一
点
は
平
城
宮
内
裏
北
外
郭
Ｓ
Ｋ
八
二
○
出
土
例
で
、
最
大
径
五
ｍ
の
正
六
角

六
○
頁
第
三
二
図
。

形
の
一
枚
板
に
枠
木
六
本
が
結
合
す
る
（
〔
奈
文
研
一
九
七
六
〕
Ｐ
Ｌ
六
七
’
四

④
前
掲
第
一
章
注
④
山
田
昌
久
文
献
。

三
）
。
も
う
一
点
は
平
城
京
二
条
大
路
Ｓ
Ｄ
五
一
○
○
出
土
例
で
未
製
品
で
あ
る

⑤
紹
の
大
き
さ
は
、
ｒ
×
２
を
対
角
線
と
す
る
正
方
形
の
外
周
の
長
さ
以
上
、
ｒ
が
、
法
逓
か
ら
小
型
と
し
て
よ
い
（
〔
奈
文
研
一
九
九
五
〕
Ｐ
Ｌ
一
八
七
’
七
六
）
。

の
値
を
半
径
と
す
る
円
周
の
長
さ
以
内
と
復
元
で
き
る
。

⑭
１
．
．
断
面
が
円
形
に
近
い
棒
状
に
つ
く
る
も
の
、
Ⅱ
・
・
枠
木
の
腹
面
を
平
坦
に

⑥
角
山
幸
洋
は
「
中
央
か
ら
の
カ
セ
の
直
径
」
と
し
て
提
示
し
た
が
、
そ
の
図
版
し
て
断
面
が
蒲
鉾
形
を
呈
し
、
横
木
の
結
合
部
か
ら
両
端
に
向
か
っ
て
斜
め
に
削

第
六
（
は
じ
め
に
注
⑨
角
山
幸
洋
一
九
九
二
年
文
献
）
か
ら
判
断
す
る
と
、
本
稿
込
む
も
の
、
Ⅲ
．
．
Ⅱ
の
二
箇
所
の
結
合
部
間
に
浅
い
剥
形
を
い
れ
る
も
の
、
Ⅳ
・
・

で
定
義
す
る
ｒ
値
に
近
似
す
る
と
み
て
よ
い
。

Ⅲ
の
形
態
を
と
る
が
、
両
端
の
側
面
形
を
刀
身
形
に
尖
ら
し
た
も
の
、
に
大
別
さ

⑦
Ⅳ
類
と
し
た
滋
賀
県
阿
比
留
遺
跡
例
は
花
弁
状
の
剖
形
を
加
え
、
さ
ら
に
加
工
れ
た
。
本
稿
の
〔
ａ
ｂ
］
は
Ⅲ
類
と
、
［
ａ
ｂ
ｃ
］
は
Ⅳ
類
と
同
義
に
な
る
。

度
が
高
い
（
図
５
１
７
）
。

⑮
第
一
章
注
③
を
参
照
。

⑧
特
に
、
Ⅳ
類
は
東
海
か
ら
近
畿
地
方
に
分
布
が
集
中
す
る
。

⑮
地
方
で
は
糸
枠
の
特
徴
に
大
き
な
時
期
差
が
み
ら
れ
な
い
た
め
、
図
哩
で
は
七

⑨
第
一
章
注
①
竹
内
晶
子
文
献
な
ど
。

世
紀
後
葉
か
ら
九
世
紀
に
属
す
資
料
を
ま
と
め
た
。

⑩
民
具
資
料
の
糸
枠
・
紹
か
け
の
台
に
付
属
す
る
軸
棒
部
材
に
は
回
転
時
の
摩
耗
⑰
中
型
糸
枠
の
横
木
の
長
さ
は
出
現
期
か
ら
近
世
ま
で
八
’
三
両
に
集
中
し
、

を
防
ぐ
た
め
、
殆
ど
が
ア
カ
ガ
シ
亜
属
を
用
い
る
。
ま
た
、
鉄
製
の
場
合
も
あ
る
。
一
貫
し
た
長
さ
を
保
つ
。

⑪
枠
木
四
本
組
合
せ
式
と
枠
木
六
本
組
合
せ
式
と
に
大
別
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
横
木

製
糸
具
の
袴
と
製
織
具
の
総
か
け
と
が
出
土
す
る
場
合
、
製
糸
と
製
織
を
近
接
し
た
場
所
で
行
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
糸
を
っ

第
三
章
宮
都
・
地
方
に
お
け
る
紡
織
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宮
都
で
は
、
最
も
出
土
資
料
の
多
い
平
城
宮
・
京
の
紡
織
体
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
平
城
宮
・
京
で
は
、
現
時
点
で
製
織
具
の
糸
枠
が
六

○
点
近
く
出
土
す
る
一
方
、
製
糸
具
の
榛
が
出
土
し
な
い
。
紡
織
具
に
お
け
る
峠
の
比
率
は
著
し
く
低
い
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
紡
錘

①

車
の
出
土
例
は
極
め
て
少
数
に
と
ど
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
城
宮
・
京
で
は
糸
を
生
産
し
た
と
し
て
も
ご
く
補
足
的
な
も
の
で
、
主
と
し
て

製
織
に
集
中
す
る
体
制
を
と
っ
た
。
仮
に
宮
都
に
製
糸
部
門
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
榛
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
麻
糸
の
生
産
が
あ
っ
た
と
は

考
え
に
く
い
。
ま
た
、
絹
糸
に
つ
い
て
も
、
賦
役
令
で
は
正
調
の
一
品
目
に
「
糸
」
が
あ
げ
ら
れ
、
一
般
に
絹
糸
の
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
こ
と

②

か
ら
、
そ
の
大
部
分
は
紹
の
形
で
諸
国
か
ら
集
積
し
た
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
織
物
の
材
料
と
す
る
大
量
の
糸
は
、
認
の
形
で
京
外
か
ら
持

く
り
、
綴
の
形
で
保
管
し
て
お
き
、
織
る
分
量
が
貯
ま
る
と
織
物
に
製
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
製
糸
か
ら
製
織
工
程
ま
で
を
一
貫
し
て

担
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
平
城
宮
・
京
や
静
岡
県
伊
場
遺
跡
群
で
は
、
総
か
け
や
糸
枠
は
出
土
す
る
が
、
棟
は
出
土
し
な
い
。
大
量

の
木
製
品
が
出
土
し
た
条
件
の
下
で
、
紡
織
具
が
認
か
け
や
糸
枠
な
ど
の
製
織
具
の
み
で
構
成
さ
れ
、
製
糸
具
の
杵
が
不
在
で
あ
る
場
合
、
製

織
の
場
と
製
糸
の
場
が
離
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
、
棟
だ
け
で
な
く
紡
錘
車
も
不
在
で
あ
れ
ば
、
特
に
麻
な
ど
植
物
性
繊
維
の
製

糸
部
門
が
分
か
れ
て
い
た
こ
と
を
明
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
律
令
制
成
立
期
の
宮
都
や
地
方
官
衝
の
一
部
に
お
い
て
は
、
糸
を
紹
の
形
で
貢
納

や
交
易
に
よ
っ
て
入
手
し
、
製
織
の
み
を
行
う
分
業
制
が
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
認
か
け
と
糸
枠
の
分
析
結
果
を
元
に
、
宮
都
及
び
地
方
の
紡
織
体
制
を
分
業
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

さ
て
、
平
城
宮
・
京
に
お
い
て
製
織
具
の
糸
枠
・
紹
か
け
を
出
土
し
た
遺
構
は
、
そ
の
性
格
か
ら
①
平
城
宮
内
、
②
長
屋
王
家
関
係
、
③
二

③

条
大
路
関
係
の
遺
構
群
の
大
き
く
三
つ
の
群
に
分
け
ら
れ
る
（
表
２
）
。
①
ｌ
③
で
平
城
宮
・
京
の
出
土
例
の
九
一
％
を
占
め
る
。
①
は
内
裏

北
外
郭
の
土
城
Ｓ
Ｋ
八
二
○
、
東
院
西
辺
地
区
の
溝
Ｓ
Ｄ
九
六
四
八
な
ど
平
城
宮
内
の
遺
構
群
で
あ
る
。
②
・
③
は
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
．

か
ら
、
そ
の
大
部
分
は
紹
の
池

ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

一
平
城
宮
・
京
の
紡
織
体
制
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古代日本の紡織体制（東村）

表2平城宮・京における認かけ・糸枠出土適栂 三
条
二
坊
の
遺
構
群
で
あ
る
。
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
で
は
Ａ
Ｉ
Ｇ
期
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
こ
の
う
ち
Ａ
期
、
Ｂ
期
は
長
屋
王

邸
跡
で
あ
る
。
邸
宅
内
で
検
出
さ
れ
た
溝
状
土
坑
Ｓ
Ｄ
四
七
五
○
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
四
七
七
○
な
ど
は
、
「
長
屋
王
木
簡
」
を
大
量
に
出
土
し
た
遺

構
で
も
あ
る
。
Ｃ
期
の
南
壕
状
遺
構
Ｓ
Ｄ
五
一
○
○
や
北
壕
状
遺
構
Ｓ
Ｄ
五
三
○
○
は
、
二
条
大
路
の
側
溝
の
内
側
に
掘
ら
れ
た
も
の
で
、

「
二
条
大
路
木
簡
」
の
出
土
遺
構
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

①
で
は
、
大
型
・
小
型
糸
枠
が
各
１
点
あ
る
が
、
主
体
と
な
る
の
は
中
型
糸
枠
［
ａ
ｂ
円
］
・
［
ａ
ｂ
ｃ
円
］
で
あ
る
。
ま
た
、
総
か
け
は

［
Ｂ
Ⅲ
］
で
あ
る
。
②
で
は
、
中
型
糸
枠
・
紹

数
か
け
が
出
土
し
た
。
中
型
糸
枠
は
［
ａ
ｂ

土恥
円
］
・
［
ａ
ｂ
ｃ
円
］
の
二
タ
イ
プ
が
あ
る
。
紹

州
か
け
は
［
Ｂ
Ⅲ
］
で
あ
る
。
③
で
は
中
型
糸
枠

蝿
が
主
体
を
占
め
、
［
ａ
ｂ
円
］
・
［
ａ
ｂ
ｃ
円
］

内〕
の
二
タ
イ
プ
が
あ
る
。
ま
た
、
小
型
糸
枠
も
認

④

め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
つ
の
遺
構
群
と

も
宮
都
型
の
中
型
糸
枠
を
主
体
と
す
る
点
で
共

通
す
る
。
ま
た
、
二
つ
以
上
の
遺
構
群
か
ら
出

土
し
て
い
る
の
は
認
か
け
［
Ｂ
Ⅲ
］
、
中
型
糸

枠
［
ａ
ｂ
円
］
・
［
ａ
ｂ
ｃ
円
］
、
小
型
糸
枠
で

あ
る
。
製
織
具
の
基
本
的
な
構
成
が
共
通
す
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
内
容
も
大
き
く
違
わ

な
い
だ
ろ
う
。
総
か
け
が
絹
に
適
し
た
Ｂ
類
で
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遺櫛区分 出土遺櫛 点数

平城宮広

内裏北外郭土壌SK82

内裏外郭東大溝SD270〔

内裏外郭西大溝SD3715

東院西辺地区溝SD964f

第一次大極殿院西北I

1(1

長屋王家関係

＝－－一一一一一一一一一＝

二条大路関係

左京一条三坊十五坪溝SD48§

左京三条二坊八坪南北溝SD4751

左京三条二坊八坪井戸SE477（

左京三条二坊七坪井戸SE436（

左京三条二坊六坪導水路SDl52

(左京三条）東二坊々間路西側溝SD4699

二条大路上南壕状遺櫛SD510

二条大路上北壕状遺構SD530

二条大路北側溝SDO3

左京二条二坊十三坪西側溝SD275（

5(1

’
一一｡一一■

2

17

１
－
１

平城京燭

(左京七条）東一坊大路西側溝SD640C

(右京九条一坊）九条大路北側溝SDOl

右京八条一坊十三・十四坪井戸SE188

西隆寺跡土鱗状遺栂SXO33



あ
る
こ
と
か
ら
、
絹
鰯
禰
物
を
生
産
し
た
と
椎
｛
疋
さ
れ
る
ｃ

律
令
制
下
で
は
、
大
蔵
省
の
織
部
司
は
錦
・
綾
・
羅
な
ど
の
高
級
織
物
を
織
り
、
諸
種
の
染
色
を
掌
っ
た
。
「
令
集
解
」
職
員
令
古
記
所
引

別
記
に
よ
る
と
、
生
産
者
は
品
部
と
し
て
、
錦
綾
織
二
○
戸
、
呉
服
部
七
戸
、
川
内
国
広
絹
織
人
等
三
五
○
戸
な
ど
が
配
さ
れ
、
一
部
は
中

⑤

央
の
織
部
司
に
上
番
し
て
製
織
に
従
事
し
た
。
織
部
司
の
よ
う
な
宮
内
工
房
の
所
有
し
た
用
具
が
廃
棄
さ
れ
た
の
が
①
で
あ
ろ
う
。
②
の
長
屋

王
邸
跡
で
は
大
量
に
出
土
し
た
木
簡
に
よ
り
、
邸
宅
内
で
様
々
な
手
工
業
生
産
を
行
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
織
物
生
産
に
関
し
て
は
、

「
染
司
」
、
「
染
女
」
な
ど
染
色
の
部
局
や
工
人
を
示
す
文
字
資
料
が
出
土
し
た
が
、
製
織
工
程
に
関
わ
る
文
字
資
料
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

八
世
紀
前
半
で
は
貴
族
は
家
政
機
関
に
独
自
の
織
工
を
抱
え
ず
、
国
家
が
主
導
す
る
生
産
体
制
に
依
存
し
た
と
す
る
意
見
が
あ
麺
。
し
か
し
、

長
屋
王
邸
で
も
製
織
具
を
所
有
し
た
こ
と
か
ら
、
紹
の
形
で
入
手
し
た
絹
糸
を
染
色
し
、
織
物
と
し
て
製
織
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
③

に
つ
い
て
は
七
二
九
年
の
「
長
屋
王
の
変
」
後
、
長
屋
王
邸
跡
地
に
光
明
皇
后
宮
が
営
ま
れ
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
中
林
隆
之
は
、
正
倉
院

⑦

文
書
か
ら
皇
后
宮
職
の
検
討
を
行
い
、
光
明
皇
后
の
家
政
機
関
に
綾
を
織
る
た
め
の
官
司
「
綾
司
」
が
存
在
し
た
と
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

平
城
宮
・
京
で
は
宮
内
工
房
と
上
位
貴
族
の
邸
宅
内
で
絹
織
物
を
生
産
し
た
と
推
定
で
き
る
。

地
方
の
国
衝
工
房
に
お
け
る
高
級
絹
織
物
の
生
産
は
高
度
な
技
術
を
要
し
、
ま
た
在
地
で
の
需
要
が
な
か
っ
た
た
め
、
定
着
し
な
か
っ
た
と

③

さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
平
織
は
弥
生
・
古
墳
時
代
以
来
の
日
常
衣
料
を
織
成
す
る
技
術
の
一
環
を
成
し
て
い
た
。
前
章
で
明
ら
か
に
し
た

よ
う
に
、
地
方
で
出
土
す
る
認
か
け
・
糸
枠
は
、
宮
都
の
も
の
と
比
較
し
て
加
工
度
が
低
く
、
実
用
に
徹
す
る
も
の
が
多
い
。
中
で
も
糸
枠
は

加
工
に
画
一
性
が
み
ら
れ
な
い
非
宮
都
型
が
主
体
と
な
る
。
紹
か
け
と
糸
枠
が
在
地
で
製
作
、
調
達
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
平
織
の
布
や
絹

の
生
産
が
在
地
に
根
づ
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
だ
ろ
う
。

七
世
紀
後
葉
以
降
、
総
か
け
と
糸
枠
は
官
荷
遺
跡
、
あ
る
い
は
官
簡
に
近
接
し
た
関
連
施
設
と
推
定
で
き
る
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
傾
向
が
あ

二
地
方
の
紡
織
体
制

66（628）



古代日本の紡織体制（東村）

表37～10世紀の棟・認かけ・糸枠出土過跡一覧

【凡例】無はa，b、cの加工がいずれもない。△は非宮都型の横木を含む。－は欠描により不明
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遺跡： 時期（吐紀） 綴かけ
中型糸枠，
大型糸枠

備考

奈良卯 上之宮 6後半～7初； ○ 憂族の居印

滋賀蝿 阿比畳 6後半～7初§ A，、 I拠点典落、渡来系集認

愛媛岬 来住廃寺 6後葉～7初E I集認

.城県 山王・市川橘 6後半～7中］ AⅡ、I ’拠点集落(後の多賀城南而

福島県 根岸 7前半～中1 |I
豪族の居宅、後に磐城郡個
の郡司の居宅、f

滋賀卵 穴太 7前葉～中1 A、 ○ 渡来系集淵

奈良卯 坂田寺 7中ヨ abP

奈良際 伝飛鳥板蓋宮 7中3 abI 飛鳥板蓋雇

奈良際 顧原京紀寺 7後3 (）

奈良呪 閲郷下茶麓地蔵省 7後葉～末リ ab円 拠点築爵

奈良関 腰原宮・京 7後葉～8初； a－P

徳島卿 観音寺

7前蕊～中］

7後3

7末葉～8前』

abc円

abH

粟国通居館周文

名方評｛

阿波同I

長野際 麟代 7中葉～8前； A △／△ ’
言濃国埴科郡衝、郡測の居
道、付湛国府関連

香川岬 下川津 7（～8前半 BI
ｊ化
方
方、（c)方／箕
’
豪族の居宅
先機関、津

鵜足郡衝のI

埼玉岬 北島
Ｐ
Ｌ 提点築I

愛fI 志賀公園 7末葉～8初I AI 尾張にIlll田郡荷

静岡卵
伊場（梶子・提子
北・城山）

6中葉～7中；

7後1

7末葉～

男

､

『
］

B－I、B－p

BI、BⅡ
B－1．Ⅱ

abc円、ab方、を
(c)．

集1

遺汀国敷智評1

遠江ﾛ倣智郡；

奈良岬 平城宮・京 8前葉～後； BⅢ
abc円、ab円、上
c円、a方／ab力

大阪服 細工谷 8中1 abc円、abII ’
難波京域内寺院「百済I
寺|、工肢

静岡岬 御殿・二之宮 ab-’ 竜江国府

静岡岬 川合八反田
〆

喝 a b方’ I河国阿倍郡簡‘

静岡岬 御子ケ谷 8（～9
〆

、 ab方、△
河同志太郡衝の館、後’
司の附当

兵雌県 小犬ﾒI ab円’ 鴎適布勢駅勇

京郁陥 芝山 bcF '1
牙衝関連（山城国久世那侭
こり南約1km）

大阪府 大蔵司 8後』 Ⅱ、I
拠点集落（摂津国賜上郡1
より北約1km）

京都府 腿岡京 8後3 a一円、（c）’11

兵研 川岸 8末葉～9前昌 bド 第二次但賜国衝周j

山口岬 艇登銅山跡 8中葉～ 官営銅輔錬F

三亜喋 杉垣内 8～’ ab方 拠点築計

島根岬 タテチョリ 8～’ 駅家

秋田県 中谷地 半～
r

， ／ab方、b方 官荷’ 連（ 羽桐より北方）
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る
（
表
３
）
。
こ
れ
は
紡
織
工
程
の
う
ち
、
整
経
作
業
は
官
荷
に
付
属
す
る
工
房
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
、
布
や
絹
の
生
産
は
郡
司
な
ど
在

地
の
有
力
豪
族
が
請
け
負
っ
て
い
た
と
い
う
説
を
補
強
す
る
。
平
織
の
布
や
絹
は
、
調
や
庸
と
し
て
貢
納
す
る
場
合
、
令
で
織
幅
と
長
さ
が
規

⑨

定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
織
機
に
か
け
る
経
糸
を
整
経
す
る
に
は
、
従
来
と
は
別
の
方
法
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
令
の
規
定
に
対
応
し
た

布
や
絹
は
、
郡
荷
工
房
の
よ
う
な
管
理
の
行
き
届
く
場
所
で
こ
そ
よ
り
円
滑
に
生
産
さ
れ
た
だ
ろ
う
。

本
項
で
は
、
ま
ず
七
世
紀
後
葉
か
ら
八
世
紀
か
け
て
、
製
糸
と
製
織
の
両
部
門
に
お
い
て
新
た
な
紡
織
技
術
が
地
方
へ
拡
散
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
技
術
革
新
が
調
庸
制
下
の
官
衝
と
集
落
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
官
荷
（
特
に
郡
荷
）
を

拠
点
と
し
て
、
周
辺
集
落
を
取
り
込
ん
だ
紡
織
体
制
が
整
っ
て
い
た
と
推
定
す
る
。
そ
し
て
、
当
該
期
で
紡
織
具
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
遺

跡
を
事
例
と
し
て
、
地
方
に
お
け
る
製
糸
と
製
織
の
分
業
の
あ
り
方
と
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
。

糸
枠
の
導
入
製
織
工
程
に
糸
枠
を
導
入
す
る
と
、
糸
の
巻
き
取
り
か
ら
整
経
ま
で
の
作
業
を
効
率
よ
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
糸
枠
に

巻
き
付
け
る
方
法
は
、
糸
玉
に
す
る
方
法
よ
り
も
巻
き
取
り
に
費
や
す
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
。
ま
た
、
整
経
作
業
中
、
糸
玉
で
は
糸
を
引
き
出

す
と
糸
玉
自
体
が
回
転
す
る
の
に
対
し
て
、
糸
枠
は
安
定
す
る
た
め
、
糸
を
傷
め
る
こ
と
な
く
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
糸

枠
の
導
入
は
製
織
部
門
に
お
け
る
一
つ
の
技
術
革
新
と
い
え
る
。

糸
枠
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
五
世
紀
半
ば
か
ら
六
世
紀
の
出
現
期
で
は
畿
内
周
辺
に
限
り
分
布
す
る
が
、
七
世
紀
後
葉
か
ら
八
世
紀
に
な

る
と
、
四
国
・
東
海
・
中
部
地
方
に
分
布
域
を
広
げ
る
（
図
喝
）
。
こ
の
時
期
に
地
方
で
糸
枠
を
出
土
す
る
例
は
、
官
衝
遺
跡
、
あ
る
い
は
官

衝
に
近
接
す
る
関
連
施
設
と
推
定
で
き
る
遺
跡
が
大
部
分
で
あ
る
。
一
方
、
集
落
遺
跡
か
ら
糸
枠
が
出
土
す
る
例
は
九
世
紀
以
降
に
片
寄
る
こ

と
か
ら
、
集
落
で
の
使
用
は
遅
れ
る
だ
ろ
う
（
表
３
）
。
し
た
が
っ
て
、
七
世
紀
後
葉
か
ら
八
世
紀
の
地
方
諸
国
で
は
、
官
衝
を
拠
点
と
し
て

糸
枠
を
導
入
し
、
製
織
技
術
の
向
上
や
作
業
の
能
率
化
を
計
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

鉄
製
紡
錘
車
の
受
容
製
糸
部
門
の
う
ち
麻
糸
の
生
産
に
つ
い
て
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
に
東
日
本
へ
分
布
域

（
一
）
紡
織
技
術
の
地
方
へ
の
拡
散
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を
広
げ
る
鉄
製
紡
錘
車
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
東
日
本
に
お
け
る
研
究
が
進
展
し
、
鉄
製
紡
錘
車
の
普
及
や
そ
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
き

⑩

た
。
特
に
、
紡
軸
に
糸
の
付
着
が
み
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
れ
が
麻
な
ど
の
植
物
性
繊
維
で
あ
る
こ
と
、
鉄
製
紡
錘
車
の
分
布
が
「
延
喜
式
」
主

⑪

計
式
に
み
ら
れ
る
布
の
貢
納
国
と
一
致
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

⑫

鉄
製
紡
錘
車
は
六
世
紀
代
に
出
現
し
、
ま
ず
西
日
本
を
中
心
に
流
通
す
る
。
さ
ら
に
、
七
世
紀
前
葉
か
ら
中
葉
に
は
、
紡
錘
車
の
法
量
に
画

⑬

一
化
が
進
む
。
鉄
製
紡
錘
車
が
東
日
本
へ
広
が
る
の
は
、
規
格
化
し
た
鉄
製
紡
錘
車
が
畿
内
と
そ
の
西
側
に
流
通
す
る
段
階
を
踏
ん
で
か
ら
で

あ
り
、
従
来
か
ら
あ
る
石
製
や
土
製
の
紡
錘
車
に
加
え
て
、
鉄
製
紡
錘
車
を
使
用
す
る
こ
と
は
製
糸
部
門
に
お
け
る
一
つ
の
画
期
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
一
地
域
内
に
お
け
る
鉄
製
紡
錘
車
の
受
け
入
れ
状
況
を
確
認
す
る
と
、
関
東
地
方
で
は
八
世
紀
に
入
り
開
発
が
進
み
、
大
き
く
拡
大
す

⑭

る
集
落
で
鉄
製
紡
錘
車
の
保
有
率
が
高
い
。
中
で
も
相
模
国
域
で
は
、
八
世
紀
に
お
い
て
国
府
推
定
地
と
さ
れ
る
神
奈
川
県
四
之
宮
遺
跡
の
周

⑮

辺
部
に
鉄
製
紡
錘
車
の
出
土
例
が
集
中
す
る
。
ま
た
、
豪
族
居
宅
と
さ
れ
る
建
物
の
周
囲
を
取
り
巻
く
竪
穴
住
居
跡
か
ら
の
出
土
例
や
、
東
北

⑮

地
方
で
は
城
柵
内
の
集
落
跡
か
ら
の
出
土
例
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
踏
ま
え
る
と
、
鉄
製
紡
錘
車
は
ま
ず
、
官
簡
や
有
力
豪
族

の
居
宅
の
周
辺
に
位
置
す
る
集
落
、
八
世
紀
に
新
た
に
開
発
さ
れ
た
集
落
に
受
容
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
集
落
に
お
け
る
麻
糸
の
生
産
は
、
地

方
官
簡
や
有
力
豪
族
の
居
宅
に
生
産
拠
点
を
お
い
た
紡
織
体
制
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
、
地
方
諸
国
で
は
七
世
紀
後
葉
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
新
技
術
の
導
入
が
進
め
ら
れ
、
官
衝
や
在
地
の
有
力
豪
族
の
居
宅
を
生
産
拠
点

と
し
て
製
織
部
門
を
管
理
し
、
周
辺
集
落
の
製
糸
部
門
を
取
り
込
ん
だ
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
調
や
庸
と
し
て
貢
納
す
る

布
や
絹
の
生
産
は
、
こ
の
よ
う
な
紡
織
体
制
の
下
で
促
進
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

布
や
絹
の
生
産
は
、
こ
の

（
二
）
生
産
の
仕
組
み

律
令
制
成
立
期
の
在
地
社
会
の
紡
織
体
制
は
、
製
織
と
製
糸
の
分
業
の
あ
り
方
の
相
違
に
着
目
す
る
と
、
紡
織
具
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た

遺
跡
を
典
型
と
し
て
二
つ
に
大
別
で
き
る
。

伊
場
遺
跡
型
静
岡
県
伊
場
遺
跡
で
は
、
大
溝
の
各
層
か
ら
棟
・
総
か
け
・
糸
枠
が
多
数
出
土
し
た
。
大
溝
は
第
Ⅷ
層
か
ら
第
Ｖ
層
ま
で
分

（
図
皿
）
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層
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
年
代
が
比
定
さ
れ
た
。
第
Ⅷ
層
（
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
中
葉
）
か
ら
第
Ⅶ
層
（
六
世
紀
中
葉
か
ら
七
世
紀
中
葉
）
で
は
、
峠

と
細
か
け
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
第
Ⅶ
ａ
層
（
七
世
紀
中
葉
）
で
は
、
機
織
部
材
が
一
点
出
土
し
た
。
さ
ら
に
、
第
Ｖ
層
で
は
、
総
か
け
・
糸

枠
．
織
機
部
材
が
、
特
に
第
Ｖ
四
層
（
七
世
紀
後
半
）
と
第
Ｖ
三
層
（
七
世
紀
末
’
八
世
紀
前
半
）
を
中
心
に
出
土
し
た
。
伊
場
遺
跡
群
全
伽
で
み

る
と
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
に
お
い
て
総
か
け
と
糸
枠
が
合
計
一
六
点
出
土
す
る
一
方
、
峠
は
確
認
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
紡
錘
車
に
つ
い

⑱

て
も
古
墳
時
代
の
出
土
例
に
留
ま
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
伊
場
遺
跡
群
で
は
遅
く
と
も
七
世
紀
後
葉
以
降
、
籾
か
け
・
糸
枠
・
織
機
部
材
の

製
織
具
を
主
と
し
て
使
用
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
表
３
）
。

糸
枠
は
す
べ
て
中
型
で
［
ａ
ｂ
方
］
な
ど
の
非
宮
都
型
が
多
い
が
、
宮
都
型
も
一
点
存
在
す
る
。
総
か
け
は
Ｉ
類
が
二
点
、
Ⅱ
類
が
四
点
、

Ⅲ
類
が
一
点
と
、
加
工
度
の
低
い
１
．
Ⅱ
類
が
多
い
。
ま
た
、
Ｂ
類
が
あ
り
、
絹
の
製
織
を
行
っ
た
こ
と
を
傍
証
す
る
。
さ
ら
に
、
生
産
内
容

を
推
測
す
る
有
効
な
資
料
と
し
て
織
機
部
材
が
あ
る
。
向
坂
鋼
二
は
伊
場
遺
跡
出
土
の
織
機
部
材
を
、
管
大
杯
や
茂
を
備
え
た
地
機
構
造
の
大

⑲

型
織
機
と
し
て
復
元
し
た
。
出
土
し
た
織
機
部
材
に
は
、
機
に
か
け
ら
れ
た
経
糸
の
痕
跡
が
残
る
。
そ
の
痕
跡
の
密
度
は
二
通
り
あ
り
、
平
織

⑳

の
布
と
絹
を
織
成
し
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
伊
場
遺
跡
群
で
は
、
五
世
紀
後
半
か
ら
集
落
が
営
ま
れ
た
が
、
そ
の
規
模
は
大
き
く
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
七
世
紀
後
葉
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
遠
江
国
敷
智
評
簡
・
郡
衝
が
造
営
さ
れ
、
一
帯
に
駅
家
や
厨
家
、
借
倉
な
ど
関
連
す
る
施

設
が
付
属
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
評
制
・
郡
制
の
成
立
と
と
も
に
評
荷
・
郡
衝
に
付
属
し
た
工
房
で
調
や
庸
と
な
る
平
織
の
布
や
絹
の
製
織
工

程
を
分
担
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

そ
れ
で
は
、
織
物
の
材
料
と
な
る
糸
は
ど
こ
か
ら
調
達
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
周
辺
の
集
落
遺
跡
を
概
観
す

る
。
伊
場
遺
跡
群
か
ら
約
五
肺
北
上
し
た
三
方
原
台
地
の
東
端
部
に
位
置
す
る
下
滝
遺
跡
は
、
七
世
紀
中
葉
頃
に
竪
穴
住
居
群
が
形
成
さ
れ
、

⑳

八
世
紀
中
葉
に
は
規
模
が
拡
大
す
る
。
竪
穴
住
居
か
ら
は
鉄
製
紡
錘
車
五
点
、
土
製
紡
錘
車
四
点
、
石
製
紡
錘
車
一
点
が
出
土
し
た
。
遠
江
国

域
で
八
世
紀
に
属
す
鉄
製
紡
錘
車
は
、
下
滝
遺
跡
例
の
他
に
西
畑
谷
遺
跡
例
の
一
点
が
あ
る
。
西
畑
谷
遺
跡
も
ま
た
、
西
に
三
方
原
台
地
を
臨

、

む
平
野
部
に
位
置
し
、
伊
場
遺
跡
群
か
ら
近
距
離
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
集
落
に
お
け
る
鉄
製
紡
錘
車
の
受
容
は
、
集
落
の
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２

製
糸
部
門
が
官
衝
を
中
心
と
し
た
紡
織
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
、
織
物
の
材
料
と
な
る
糸
は
、
麻
糸
の
場
合
、
籾

の
形
で
郡
域
の
各
集
落
か
ら
集
積
し
た
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
調
や
庸
と
も
な
る
平
織
の
布
や
絹
の
生
産
に
お
い
て
、
製
糸
は
郡
域

の
各
集
落
で
行
い
、
製
織
は
郡
筒
に
付
属
す
る
工
房
で
集
中
し
て
行
う
分
業
制
を
伊
場
遺
跡
型
と
す
る
。

伊
場
遺
跡
型
の
類
例
と
し
て
、
時
期
は
下
る
が
兵
庫
県
袴
狭
遺
跡
を
挙
げ
る
。
袴
狭
川
上
流
域
の
内
田
一
区
で
は
九
世
紀
代
の
掘
立
柱
建
物

群
が
検
出
さ
れ
、
雨
落
ち
溝
か
ら
糸
枠
が
三
点
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
加
工
度
の
高
い
宮
都
型
で
あ
る
。
地
方
の
枠
木
は
非
宮
都
型
が
主
体
を

占
め
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
宮
都
型
の
枠
木
の
存
在
は
工
房
の
性
格
を
考
え
る
手
が
か
り
と
も
な
ろ
う
。
掘
立
柱
建
物
群
は
、
出
土
し
た
木

簡
か
ら
但
馬
国
出
石
郡
簡
の
一
部
と
し
て
機
能
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
約
三
○
○
ｍ
下
流
域
の
国
分
寺
二
区
で
は
第
一
水
田
面
よ

り
峠
が
一
点
出
土
し
た
。
下
流
域
は
上
流
域
に
比
べ
て
田
下
駄
な
ど
の
農
具
が
多
く
、
逆
に
斎
串
な
ど
の
祭
祁
具
が
少
な
い
と
さ
れ
る
た
め
、

下
流
域
は
郡
衝
が
立
地
す
る
範
囲
の
外
で
集
落
域
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
袴
狭
遺
跡
に
お
い
て
も
製
織
と
製
糸
の
分
業
が

想
定
さ
れ
る
。
伊
場
遺
跡
型
の
類
例
は
豊
富
な
資
料
数
に
恵
ま
れ
、
周
辺
域
に
も
面
的
な
調
査
が
及
ば
な
い
限
り
、
抽
出
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

現
段
階
で
は
仮
説
に
留
ま
る
も
の
の
、
分
業
制
を
と
る
伊
場
遺
跡
型
は
郡
簡
遺
構
の
検
出
例
が
増
加
す
る
七
世
紀
後
葉
に
は
各
地
で
成
立
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
。
伊
場
遺
跡
型
が
ど
の
程
度
に
認
め
ら
れ
る
か
は
、
今
後
実
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

製
糸
と
製
織
の
分
業
は
、
生
産
を
効
率
化
す
る
。
民
俗
事
例
に
よ
る
と
、
麻
を
素
材
と
す
る
織
物
の
場
合
、
麻
の
栽
培
か
ら
織
成
ま
で
の
全

体
に
要
す
る
期
間
の
う
ち
、
製
糸
工
程
の
「
苧
績
み
」
が
実
に
七
’
八
割
を
占
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
製
織
作
業
は
短
期
間
で
少
数
の
人
手

⑳

に
よ
っ
て
集
約
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
織
物
一
反
分
の
麻
糸
を
績
み
、
紡
ぐ
に
は
、
一
反
の
織
物
を
織
り
成
す
よ
り
も
多
大
な
労
働
力
を

必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
規
格
化
さ
れ
た
織
物
を
安
定
し
て
生
産
す
る
必
要
が
あ
る
調
庸
制
下
に
お
い
て
、
各
集
落
か
ら
糸
を
大
量
に
集

積
し
、
郡
荷
に
付
属
す
る
限
ら
れ
た
工
房
で
織
成
す
る
伊
場
遺
跡
型
は
合
理
的
な
体
制
と
評
価
で
き
る
。

屋
代
遺
跡
型
長
野
県
屋
代
遺
跡
で
は
、
七
世
紀
後
半
に
庇
付
建
物
Ｓ
Ｔ
四
二
○
一
を
中
心
と
す
る
掘
立
柱
建
物
群
が
成
立
す
る
。
屋
代
遺

跡
は
出
土
し
た
郡
符
木
簡
な
ど
か
ら
、
周
辺
に
埴
科
郡
衝
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
、
Ｓ
Ｔ
四
二
○
一
建
物
群
は
郡
司
の
居
宅
と
も
さ
れ
る
。
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集落 集落
有力衰族の本拠地
（官衝域）
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図14律令制成立期の地方における紡織体制

建
物
群
の
北
側
で
検
出
さ
れ
た
七
世
紀
中
葉
か
ら
八
世
紀
前
葉
の
自
然
流
路
、
湧
水
溝
の
堆
積
土
中
か
ら
は
、

⑳

峠
・
総
か
け
・
糸
枠
が
出
土
し
た
。
糸
枠
は
中
型
で
非
宮
都
型
の
横
木
が
あ
る
。
ま
た
、
掘
立
柱
建
物
群
の

北
西
に
は
竪
穴
住
居
群
が
隣
接
す
る
。
こ
の
う
ち
七
世
紀
中
葉
か
ら
後
葉
の
竪
穴
住
居
跡
Ｓ
Ｂ
五
○
九
○
か

ら
土
製
紡
錘
車
二
点
、
石
製
紡
錘
車
二
点
、
七
世
紀
末
葉
か
ら
八
世
紀
前
葉
の
竪
穴
住
居
跡
Ｓ
Ｂ
六
○
五
三

か
ら
土
製
紡
錘
車
三
点
が
出
土
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
屋
代
遺
跡
で
は
伊
場
遺
跡
型
と
は
異
な
り
、
製
糸
と
製
織
の
各
工
程
を
近
接
し
た
場

所
で
営
む
生
産
体
制
が
復
元
で
き
る
。
紡
錘
車
や
持
の
出
土
か
ら
麻
な
ど
の
製
糸
を
行
い
、
人
物
名
に
続
い

⑳

て
「
布
手
」
と
記
す
木
簡
の
出
土
か
ら
布
の
製
織
を
行
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
生
産
効

率
を
考
慮
す
る
と
、
織
物
に
必
要
と
す
る
分
の
全
て
の
糸
を
用
意
す
る
に
は
、
製
糸
部
門
の
一
部
を
周
辺
の

集
落
に
依
存
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
屋
代
遺
跡
で
は
七
世
紀
中
葉
か
ら
製
糸
と
製
織
を

一
連
の
工
程
で
行
い
、
八
世
紀
に
入
っ
て
も
な
お
製
糸
部
門
を
切
り
離
さ
な
い
ま
ま
で
あ
る
こ
と
は
重
視
で

き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
郡
衝
あ
る
い
は
郡
司
な
ど
在
地
の
有
力
豪
族
の
居
宅
で
製
糸
か
ら
製
織
工
程
ま
で
を

一
貫
し
て
担
う
体
制
を
屋
代
遺
跡
型
と
す
る
。

屋
代
遺
跡
型
の
類
例
と
し
て
、
香
川
県
下
川
津
遺
跡
を
挙
げ
る
。
こ
こ
で
は
第
一
低
地
帯
流
路
二
よ
り
中

型
糸
枠
［
（
Ｃ
）
方
］
、
大
型
糸
枠
［
無
方
］
（
図
皿
）
、
総
か
け
［
Ｂ
Ｉ
］
が
出
土
し
た
。
遺
物
の
年
代
は
七

世
紀
代
を
中
心
と
し
、
八
世
紀
前
半
ま
で
下
る
可
能
性
も
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
残
存
長
四
五
四
三

⑳

九
ｍ
を
計
る
枠
木
部
材
二
点
が
出
土
し
た
。
枠
木
部
材
は
端
部
が
欠
損
す
る
も
の
の
、
断
面
は
凸
方
向
に
長

い
山
形
を
呈
す
る
。
そ
の
法
量
や
加
工
の
特
徴
か
ら
、
揚
枠
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。
揚
枠
と
は
、
繭
か
ら
糸

繰
枠
に
繰
っ
た
蚕
糸
を
、
糸
同
士
の
鯵
着
を
防
ぐ
た
め
に
乾
燥
さ
せ
て
、
且
つ
細
の
形
に
す
る
た
め
に
巻
き
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
下
川
津
遺
跡
で
は
紡
錘
車
や
棟
が
な
や
麻
糸
の
生
産
は
確
認
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
総
か
け
Ｂ
類
・
大
型
糸
枠
・
揚

枠
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
絹
の
製
糸
と
製
織
を
一
貫
し
て
行
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
木
製
品
が
出
土
し
た
低
地
帯
の
微
高
地
上
に
は
、
七
世

紀
中
葉
か
ら
後
葉
に
Ｌ
字
ま
た
は
ロ
字
形
に
大
型
建
物
群
が
配
置
さ
れ
る
。
七
世
紀
末
葉
か
ら
八
世
紀
中
葉
に
は
、
新
た
に
区
画
施
設
を
伴
う

大
型
建
物
群
が
東
西
に
並
列
す
る
。
前
者
で
は
、
有
力
豪
族
の
居
宅
、
後
者
で
は
津
な
ど
の
機
能
を
も
つ
官
簡
の
出
先
施
設
と
も
さ
れ
る
。
屋

代
遺
跡
型
の
類
例
と
し
て
、
他
に
静
岡
県
御
子
ケ
谷
遺
腕
、
静
岡
県
川
合
八
反
田
遺
跡
が
挙
が
る
。

ま
た
、
有
力
な
集
落
で
も
日
常
衣
料
以
外
の
調
や
庸
と
な
る
布
や
絹
の
製
織
を
行
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
麺
。
た
だ
し
、
律
令
期
の
集
落
遺

跡
で
は
木
製
品
の
出
土
が
少
な
い
の
で
、
そ
の
事
実
の
確
認
は
困
難
が
伴
う
。
ま
た
、
布
勢
駅
家
と
比
定
さ
れ
る
兵
庫
県
小
犬
丸
遺
跡
で
も
糸

枠
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
駅
家
の
雑
舎
の
一
角
で
製
織
を
行
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
方
に
お
け
る
紡
織
体
制
に
は
多
様
な

あ
り
方
が
想
定
さ
れ
る
が
、
郡
衝
や
在
地
の
有
力
豪
族
の
居
宅
を
生
産
拠
点
と
し
た
紡
織
体
制
で
は
、
成
立
当
初
か
ら
完
全
な
分
業
制
を
と
る

伊
場
遺
跡
型
と
分
業
制
は
徹
底
さ
れ
な
い
屋
代
遺
跡
型
の
大
き
く
二
類
型
が
認
め
ら
れ
る
。

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

返
す
大
き
な
枠
の
こ
と
で
あ
る
。
揚
枠
は
民
具
資
料
で
は
広
く
知
ら
れ
る
が
、
考
古
資
料
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
類
例
を

①
内
裏
北
外
郭
の
土
壌
Ｓ
Ｋ
八
二
○
よ
り
木
製
紡
錘
車
（
［
奈
文
研
一
九
七
六
］

Ｐ
Ｌ
六
七
’
四
五
）
、
平
城
宮
Ⅳ
期
御
在
所
後
殿
Ｓ
Ｂ
四
七
○
四
の
柱
掘
形
よ
り

鉄
製
紡
錘
車
が
出
土
し
た
（
奈
文
研
「
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
Ｘ
Ⅲ
」
一
九
九
○

年
、
Ｐ
Ｌ
一
二
’
五
）
。

②
大
型
糸
枠
を
絹
の
製
糸
に
使
用
し
た
か
が
問
題
と
な
る
が
、
糸
枠
全
体
に
占
め

る
割
合
が
極
端
に
低
く
、
仮
に
行
わ
れ
た
と
し
て
も
小
規
模
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

③
長
屋
王
邸
跡
に
南
接
し
た
左
京
三
条
二
坊
六
坪
の
庭
園
遺
構
で
あ
る
導
水
路
Ｓ

Ｄ
一
五
二
五
と
長
屋
王
の
別
邸
、
佐
保
楼
に
比
定
さ
れ
る
左
京
一
条
三
坊
一
五
坪

の
溝
Ｓ
Ｄ
四
八
五
を
含
め
て
い
る
。

④
第
二
章
注
⑬
を
参
照
。

⑤
「
令
集
解
」
職
員
令
織
部
司
条
、
古
記
所
引
別
記
会
新
訂
地
補
国
史
大
系
」
）
。

⑥
西
野
悠
紀
子
。
長
屋
王
家
木
簡
」
と
女
性
労
働
」
「
日
本
古
代
国
家
の
展
開
」

下
、
思
文
閣
、
一
九
九
五
年
、
櫛
木
謙
周
「
首
都
に
お
け
る
手
工
業
の
展
開
」

『
官
営
工
房
研
究
会
会
報
」
五
、
一
九
九
七
年
な
ど
。

⑦
中
林
隆
之
「
律
令
制
下
の
皇
后
宮
職
」
上
・
下
「
新
潟
史
学
」
三
一
・
三
二
、

一
九
九
三
・
九
四
年
。

③
は
じ
め
に
注
②
石
母
田
正
文
献
、
浅
香
年
木
文
献
、
栄
原
永
遠
男
文
献
な
ど
。

⑨
調
庸
で
規
定
し
た
布
や
絹
の
織
幅
は
、
弥
生
・
古
墳
時
代
以
来
の
日
常
衣
料
に
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用
い
た
織
幅
よ
り
も
広
い
。
在
地
で
は
従
来
か
ら
普
及
し
て
い
る
織
機
で
は
生
産

に
対
応
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
こ
と
が
郡
司
等
に
よ
る
請
負
説
の
根
拠
と
も
な
っ

た
。
し
か
し
、
対
応
を
迫
ら
れ
た
の
は
織
機
の
み
に
限
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え

ば
、
整
経
作
業
で
は
調
庸
制
に
規
定
さ
れ
た
布
や
絹
の
織
幅
に
従
う
た
め
に
、
経

糸
の
本
数
を
決
め
、
規
定
の
長
さ
に
従
う
た
め
に
整
経
台
の
大
き
さ
を
調
整
す
る

必
要
が
あ
る
。

⑩
古
庄
浩
明
「
鉄
製
紡
錘
蝋
の
研
究
ｌ
東
日
本
へ
の
伝
播
に
つ
い
て
ｌ
」

「
国
畢
院
大
畢
考
古
学
資
料
館
紀
要
」
第
八
号
、
一
九
九
二
年
。

⑪
堀
田
孝
博
「
古
代
に
お
け
る
鉄
製
紡
錘
車
普
及
の
意
義
に
つ
い
て
Ｉ
神
奈
川

県
下
出
土
資
料
を
中
心
と
し
て
Ｉ
」
「
神
奈
川
考
古
』
三
五
号
、
一
九
九
九
年
．

⑫
松
田
真
一
「
鉄
製
紡
錘
車
と
そ
の
出
土
遺
跡
」
「
宇
陀
・
丹
切
古
墳
群
」
奈
良

県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
三
○
冊
、
一
九
七
五
年
。

⑬
東
村
純
子
「
東
山
二
号
墳
出
土
の
鉄
製
紡
錘
車
」
「
東
山
古
墳
群
Ⅱ
」
中
町

文
化
財
報
告
二
五
、
京
都
府
立
大
学
考
古
学
研
究
室
縞
、
二
○
○
一
年
。

⑭
滝
鴻
亮
「
古
代
東
国
に
お
け
る
鉄
製
紡
錘
車
の
研
究
ｌ
ｌ
東
海
道
諸
国
の
集
落

例
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
「
物
質
文
化
」
四
四
一
九
八
五
年
。

⑮
前
掲
注
⑪
堀
田
孝
博
文
献
。

⑯
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。

⑰
西
に
隣
接
す
る
城
山
遺
跡
、
北
西
に
位
瞳
す
る
梶
子
迩
跡
・
梶
子
北
遺
跡
は
、

律
令
期
を
通
し
て
一
続
き
に
関
連
す
る
過
跡
と
認
め
ら
れ
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
紡
織
具
を
ま
と
め
て
取
り
上
げ
る
。

⑱
八
世
紀
代
の
骨
角
製
紡
錘
車
と
し
て
四
点
の
資
料
が
報
告
さ
れ
た
が
（
〔
浜
松

市
教
委
一
九
九
七
〕
二
八
’
一
二
一
頁
）
、
垂
量
が
二
・
七
’
五
・
三
ｇ
と
軽

く
、
実
用
の
紡
錘
車
と
し
て
の
使
用
は
認
め
に
く
い
。

⑲
は
じ
め
に
注
⑤
向
坂
鋼
二
文
献
。

⑳
全
長
七
五
ｍ
を
計
り
、
長
さ
六
四
・
六
ｍ
間
に
平
均
二
四
本
／
函
の
糸
痕
跡
を

も
つ
競
枠
で
は
、
森
明
彦
の
指
摘
通
り
、
二
尺
四
寸
幅
の
調
噺
布
は
織
成
で
き
な

い
。
む
し
ろ
、
競
目
一
羽
に
二
本
の
経
糸
を
通
す
な
ら
ば
、
一
ｍ
あ
た
り
五
○
本

近
く
の
密
度
の
織
物
、
す
な
わ
ち
幅
二
尺
二
寸
（
約
六
五
・
三
四
の
調
絹
純
を

織
成
し
た
と
考
え
て
よ
い
（
は
じ
め
に
注
③
森
明
彦
文
献
）
。
ま
た
、
全
長
は
不

明
で
あ
る
が
、
約
一
○
本
／
、
の
糸
痕
跡
を
も
つ
部
材
も
出
土
し
て
お
り
、
麻
な

ど
の
植
物
性
繊
維
を
素
材
と
し
た
織
物
を
織
成
し
た
こ
と
を
示
す
。
出
土
し
た
認

か
け
の
中
で
も
、
梶
子
①
（
図
６
）
は
本
来
、
麻
に
適
し
た
Ａ
と
な
る
可
能
性
が

高
い
。

⑳
（
財
）
浜
松
市
文
化
財
協
会
『
下
滝
遺
跡
群
」
一
九
九
七
年
他
。
た
だ
し
、
当

地
が
敷
智
郡
、
長
上
郡
、
麓
玉
郡
の
い
ず
れ
に
属
し
た
か
は
諸
説
あ
る
。
鉄
製
紡

錘
車
は
七
世
紀
中
葉
か
ら
八
世
紀
前
葉
の
竪
穴
住
居
跡
Ｃ
８
・
Ｓ
Ｂ
Ｏ
４
、
Ｅ

７
．
Ｓ
Ｂ
Ｏ
１
か
ら
の
出
土
例
二
点
が
初
現
で
あ
る
。

、
（
財
）
浜
松
市
文
化
協
会
「
西
畑
谷
遺
跡
」
一
九
九
九
年
。

、
絹
糸
生
産
に
つ
い
て
は
養
蚕
が
集
落
で
ど
の
程
度
行
わ
れ
た
か
が
問
題
と
な
る
。

養
蚕
は
農
業
を
制
約
す
る
と
い
う
見
解
が
参
考
と
な
る
が
（
原
島
礼
二
「
八
世
紀

に
お
け
る
維
布
生
産
の
技
術
史
的
考
察
」
「
続
日
本
紀
研
究
」
第
一
二
五
号
、
一

九
六
四
年
）
、
養
蚕
に
関
わ
る
遺
物
の
抽
出
は
現
段
階
で
は
難
し
く
、
絹
糸
生
産

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

⑳
越
後
縮
で
は
麻
の
栽
培
か
ら
織
成
ま
で
を
一
年
の
周
期
で
営
む
。
一
冬
か
、
一

年
掛
か
り
で
苧
績
み
を
し
、
一
・
二
反
分
の
苧
紹
を
つ
く
る
。
苧
紹
を
残
雪
に
晒

し
た
後
、
半
月
か
ら
一
ヶ
月
ほ
ど
で
織
り
上
げ
る
。
家
族
の
中
で
は
老
人
や
子
供

が
積
ん
だ
分
の
苧
紹
も
ま
と
め
て
、
壮
年
者
が
一
人
で
織
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、

苧
紹
の
余
剰
分
は
売
り
に
出
す
。
（
十
日
町
市
史
絹
さ
ん
委
員
会
絹
「
越
後
縮
の

生
産
を
め
ぐ
る
生
活
誌
」
十
日
町
市
郷
土
資
料
双
書
八
、
一
九
九
八
年
）
。

⑳
他
に
大
型
に
属
す
横
木
が
１
点
出
土
し
た
が
、
厚
み
が
○
・
四
画
と
薄
い
た
め

実
用
品
と
し
て
認
め
が
た
い
。

⑳
長
野
県
屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
第
一
○
号
。
「
布
手
」
の
下
に
合
点
が
付
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
麻
の
織
り
手
を
管
理
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
〔
長
野
県
埋
文
七
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本
稿
で
は
、
七
世
紀
後
葉
以
降
に
宮
都
や
地
方
の
官
衝
遺
跡
か
ら
多
く
出
土
す
る
総
か
け
・
糸
枠
に
つ
い
て
、
機
能
上
必
要
な
加
工
と
装
飾

を
目
的
と
し
た
加
工
を
識
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
形
態
上
の
特
徴
を
整
理
し
た
。
そ
し
て
、
宮
都
や
地
方
官
衝
、
集
落
に
お
け
る
製
糸
と
製
織
の
分

業
の
あ
り
方
を
峠
・
総
か
け
・
糸
枠
の
組
成
か
ら
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
平
城
宮
・
京
や
地
方
の
郡
簡
で
は
製
糸
は
行
わ
ず
、
製
織
を
行
う
体
制

①

伊
場
遺
跡
型
は
立
地
上
、
有
力
豪
族
の
非
本
拠
地
に
郡
荷
が
成
立
し
た
こ
と
か
ら
、
中
央
の
政
策
を
受
け
や
す
く
、
分
業
制
が
円
滑
に
進
ん

だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
伊
場
遺
跡
型
が
国
荷
工
房
も
含
め
た
律
令
制
成
立
期
の
地
方
官
衝
に
ど
の
程
度
一
般
化
で
き
る
か
は
、
今
後
の
資
料
の

②

増
加
を
待
っ
て
論
証
す
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
屋
代
遺
跡
型
は
、
在
地
の
有
力
豪
族
の
本
拠
地
に
立
地
す
る
傾
向
が
あ
り
、
七
世
紀
後
葉
以
降

に
新
た
に
糸
枠
を
導
入
し
つ
つ
も
、
分
業
制
は
徹
底
さ
れ
な
い
。
屋
代
遺
跡
型
を
律
令
制
成
立
過
渡
期
の
生
産
の
あ
り
方
を
引
き
継
ぐ
体
制
と

③

す
れ
ば
、
七
世
紀
中
葉
に
お
い
て
調
庸
制
の
原
形
が
成
立
す
る
素
地
と
し
て
評
価
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
今
後
、
律
令
制
成
立
期
の
紡
織
体
制

が
ど
の
よ
う
な
歴
史
過
程
を
経
て
整
え
ら
れ
た
の
か
、
考
察
を
進
め
た
い
。

糸
を
揃
え
、
糸
か
ら
織
物
と
す
る
ま
で
の
各
工
程
で
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
桂
・
総
か
け
．
糸
枠
以
外
に
も
様
々
な
用
具
を
使
用
す
る
。

が
認
め
ら
れ
た
。

他
一
九
九
六
〕
）
。

⑳
〔
（
財
）
香
川
県
埋
文
七
他
一
九
九
○
〕
二
四
一
頁
第
一
八
二
図
’
一
・
二
。

⑳
直
径
が
約
一
四
’
一
○
ｍ
で
中
央
に
孔
を
も
つ
木
製
の
円
板
二
点
が
紡
轄
と
し

て
報
告
さ
れ
た
（
〔
（
財
）
香
川
県
埋
文
七
他
一
九
九
○
〕
第
一
八
四
図
）
。
し
か
し
、

管
見
に
よ
れ
ば
紡
軸
が
残
存
す
る
木
製
紡
錘
車
は
、
直
径
が
約
五
’
六
唖
に
収
ま

る
こ
と
か
ら
、
下
川
津
遺
跡
例
は
用
途
が
異
な
る
も
の
だ
ろ
う
。

⑳
八
世
紀
前
半
’
九
世
紀
に
微
高
地
上
に
掘
立
柱
建
物
群
が
営
ま
れ
、
南
側
の
低

お
わ
り
に

湿
地
か
ら
棒
と
非
宮
都
型
の
糸
枠
が
出
土
し
た
。
田
中
広
明
は
八
世
紀
中
葉
以
降

で
は
、
豪
族
の
居
宅
が
製
糸
工
程
を
抱
え
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
田
中
広
明

「
古
代
東
国
と
豪
族
の
家
」
「
研
究
紀
要
」
一
七
号
、
（
財
）
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財

調
査
事
業
団
、
二
○
○
二
年
）
。
御
子
ヶ
谷
遺
跡
例
は
豪
族
の
家
政
機
関
に
お
け

る
紡
織
活
動
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

⑳
向
坂
鋼
二
は
山
形
県
嶋
遺
跡
で
出
土
し
た
全
長
八
六
・
五
ｍ
の
織
機
部
材
に
注

目
し
、
有
力
集
落
で
の
製
織
を
推
定
し
た
（
は
じ
め
に
注
⑤
向
坂
鋼
二
文
献
）
。
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さ
し
あ
た
り
、
出
土
す
る
断
片
資
料
の
中
か
ら
紡
織
に
関
わ
る
遺
物
を
認
定
し
、
考
古
学
の
方
法
に
よ
る
検
討
を
重
ね
た
い
。
さ
ら
に
、
そ
こ

で
得
ら
れ
た
情
報
を
文
献
史
学
や
民
俗
学
な
ど
多
角
的
な
視
点
か
ら
解
釈
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
紡
織
研
究
へ
の
展
望
が
ひ
ら
け
る
だ
ろ
う
。

①
在
地
の
有
力
豪
族
の
本
拠
地
に
営
ま
れ
た
郡
簡
を
本
拠
地
型
、
本
拠
地
を
離
れ

た
と
こ
ろ
に
営
ま
れ
た
郡
荷
を
非
本
拠
地
型
と
し
た
山
中
敏
史
に
よ
る
定
義
に
基

づ
い
て
い
る
（
は
じ
め
に
注
⑥
山
中
敏
史
文
献
第
三
章
第
二
節
）
。

②
国
間
工
房
も
伊
場
遺
跡
型
を
と
る
可
能
性
は
あ
る
。
小
笠
原
好
彦
は
、
滋
賀
県

惣
山
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
一
二
棟
の
大
型
総
柱
建
物
群
を
近
江
国
荷
に
付
属
す
る

高
級
絹
織
物
生
産
の
官
営
工
房
と
み
る
が
（
小
笠
原
好
彦
「
総
山
避
跡
の
大
型
建

物
勝
と
そ
の
性
格
ｌ
近
江
国
府
に
付
属
す
る
官
営
工
房
ｌ
」
『
滋
賀
史
学
会

誌
』
一
二
号
、
二
○
○
一
年
）
、
仮
に
そ
う
と
す
れ
ば
、
非
常
に
規
模
の
大
き
い

も
の
と
な
る
。

③
調
庶
制
の
原
形
は
大
化
の
改
新
に
求
め
ら
れ
て
い
る
（
吉
川
真
司
「
常
布
と
調

庸
制
」
「
史
林
」
第
六
七
巻
第
四
号
、
一
九
八
四
年
）
。
袴
の
出
土
例
は
、
七
世
紀

代
で
も
前
葉
か
ら
中
葉
に
集
中
す
る
。
後
に
名
方
評
簡
が
成
立
す
る
観
音
寺
遺
跡

例
、
磐
城
評
衝
が
成
立
す
る
福
島
県
根
岸
遺
跡
例
、
多
賀
城
の
南
面
に
位
置
す
る

宮
城
県
山
王
・
市
川
橋
遺
跡
例
な
ど
が
あ
り
、
在
地
の
有
力
豪
族
が
製
糸
に
関
与

し
た
こ
と
を
示
す
。

引
用
文
献

持
・
認
か
け
・
糸
枠
を
出
土
し
た
遺
跡
の
う
ち
、
本
文
・
図
中
で
触
れ
た
遺
跡
に

関
す
る
報
告
書
を
掲
載
し
た
。

【
東
北
】
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
○
○
一
「
中
谷
地
遺
跡
」
。
払
田
柵
跡

調
査
事
務
所
一
九
八
四
「
払
田
栂
跡
」
年
報
一
九
八
三
。
宮
城
県
教
育
委
員
会

二
○
○
一
ａ
「
市
川
橋
遺
跡
の
調
査
」
。
宮
城
県
教
育
委
員
会
二
○
○
一
ｂ

『
山
王
遺
跡
八
幡
地
区
の
調
査
二
」
。
山
形
県
教
育
委
員
会
一
九
八
六
「
西
沼

田
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
。
い
わ
き
市
教
育
委
員
会
二
○
○
○
「
根
岸
遺
跡
』
。

い
わ
き
市
教
育
委
員
会
他
二
○
○
一
「
荒
田
目
条
里
遺
跡
」
。

【
関
東
】
（
財
）
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
一
九
八
八
「
三
シ
寺
Ｉ
遺
跡
」
。

（
財
）
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
一
九
九
六
「
元
総
社
寺
田
遺
跡
Ⅲ
」
。

乙
益
重
隆
一
九
八
○
「
上
総
菅
生
遺
跡
」
中
央
公
諸
美
術
出
版
。
早
稲
田
大
学

所
沢
校
文
化
財
調
査
室
一
九
九
○
「
お
伊
勢
山
遺
跡
の
調
査
」
。
（
財
）
埼
玉
県

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
一
九
九
八
『
北
島
遺
跡
Ⅳ
」
。

【
東
海
】
（
財
）
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所
一
九
八
九
「
大
谷
川
Ⅳ
」
。

（
財
）
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所
一
九
九
一
「
川
合
遺
跡
八
反
田
地
区

Ｉ
」
。
（
財
）
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所
二
○
○
○
「
恒
武
西
宮
・
西
浦

遺
跡
」
。
浜
松
市
教
育
委
員
会
一
九
七
八
・
二
○
○
二
「
伊
場
遺
跡
遺
物
編

一
・
八
」
。
（
財
）
浜
松
市
文
化
協
会
一
九
九
四
「
梶
子
遺
跡
Ⅸ
」
。
（
財
）
浜
松

市
文
化
協
会
一
九
九
七
ａ
「
梶
子
北
遺
跡
木
器
糧
」
。
（
財
）
浜
松
市
文
化
協
会

一
九
九
七
ｂ
「
九
反
田
遺
跡
」
。
（
財
）
浜
松
市
文
化
協
会
一
九
九
八
「
山
ノ
花

遡
跡
』
。
磐
田
市
教
育
委
員
会
一
九
八
一
「
御
殿
・
二
之
宮
遺
跡
発
掘
鯛
査
報

告
Ｉ
」
。
藤
枝
市
教
育
委
員
会
一
九
八
一
「
日
本
住
宅
公
団
藤
枝
地
区
埋
蔵
文

化
財
発
掘
調
査
報
告
番
Ⅲ
」
．
可
美
村
教
育
委
員
会
一
九
八
一
『
城
山
遺
跡
調

査
報
告
書
」
。
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
○
○
○
「
志
賀
公
園
遺
跡
」
。

三
重
県
教
育
委
員
会
一
九
八
九
「
昭
和
六
一
年
度
農
業
基
盤
整
備
事
業
地
域
埋

蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
Ｉ
」
。
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
○
○
○

「
六
大
Ａ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
。

【
中
部
】
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
他
一
九
九
七
「
石
川
条
里
遺
跡
」
。
長
野

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
他
一
九
九
九
ａ
「
榎
田
遺
跡
」
。
長
野
県
埋
蔵
文
化
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財
セ
ン
タ
ー
他
一
九
九
九
ｂ
「
更
埴
条
里
遺
跡
・
屋
代
遺
跡
群
」
。

【
北
陸
】
和
島
村
教
育
委
員
会
一
九
九
三
・
九
四
「
八
幡
林
遺
跡
」
。
富
山
県
教
育

委
員
会
一
九
七
四
「
入
善
町
じ
よ
う
べ
の
ま
遺
跡
他
発
掘
調
査
報
告
書
」
。
大

島
町
教
育
委
員
会
一
九
九
五
「
北
高
木
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
。
羽
咋
市
教

育
委
員
会
一
九
九
九
「
太
田
ニ
シ
カ
ワ
ダ
遺
跡
」
。
金
沢
市
教
育
委
貝
会
一
九

八
六
「
金
沢
市
近
岡
ナ
カ
シ
マ
遺
跡
」
。

【
近
畿
・
滋
賀
】
滋
賀
県
教
育
委
貝
会
一
九
七
三
「
湖
西
線
関
係
遺
跡
調
査
報
書
」
。

滋
賀
県
教
育
委
員
会
一
九
七
九
「
服
部
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
。
滋
賀
県
教
育

委
員
会
一
九
九
二
「
松
原
内
湖
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
。
（
財
）
滋
賀
県
文
化

財
保
護
協
会
他
一
九
九
○
「
新
旭
町
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ｉ
ｌ
正
伝
寺
南

遺
跡
ｌ
」
。
（
財
）
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
他
一
九
九
七
「
穴
太
遺
跡
発
掘
調

査
報
告
書
Ⅱ
」
。
守
山
市
教
育
委
員
会
一
九
九
八
『
阿
比
留
遺
跡
他
発
掘
調
査

報
告
書
」
。
守
山
市
教
育
委
員
会
二
○
○
一
「
下
長
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
番
Ⅷ
」
。

能
登
川
町
教
育
委
貝
会
一
九
八
八
・
九
三
「
斗
西
遺
跡
」
。

【
京
都
】
京
都
府
教
育
委
員
会
一
九
七
八
「
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
（
一
九
七

八
）
」
。
（
財
）
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
一
九
九
八
「
水
垂
遺
跡
他
」
。

（
財
）
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
一
九
八
七
「
芝
山
遺
跡
」

「
京
都
府
遺
跡
調
査
概
報
」
第
二
五
冊
。
（
財
）
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研

究
セ
ン
タ
ー
一
九
九
一
「
長
岡
京
跡
右
京
第
二
八
五
次
他
発
掘
調
査
概
報
」

「
京
都
府
遺
跡
調
査
概
報
」
第
四
五
冊
。
向
日
市
教
育
委
員
会
一
九
八
九
「
長

岡
京
跡
左
京
第
一
三
○
次
発
掘
鯛
査
概
要
」
。
向
日
市
教
育
委
員
会
一
九
八
一

「
長
岡
京
跡
左
京
第
五
一
次
発
掘
調
査
概
函
登
。
（
財
）
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
二
○
○
二
「
長
岡
京
跡
左
京
北
一
条
三
坊
二
町
」
。
（
財
）
向
日
市
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
○
○
四
「
長
岡
宮
春
宮
坊
跡
」
。
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
二
○
○
三
「
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報
平
成
一
三
年

度
」
。

【
大
阪
】
大
阪
府
教
育
委
員
会
一
九
八
一
「
大
蔵
司
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
」
。
（
財
）

大
阪
市
文
化
財
協
会
一
九
九
九
「
細
工
谷
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
Ｉ
」
。
豊
中
市

教
育
委
員
会
他
一
九
九
七
「
上
津
島
遺
跡
第
五
次
発
掘
調
査
報
告
」
。
豊
中
・

古
池
遺
跡
調
査
会
一
九
七
六
「
豊
中
・
古
池
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
。

【
兵
庫
】
兵
庫
県
教
育
委
員
会
一
九
七
八
「
播
磨
・
長
越
過
跡
」
．
兵
庫
県
教
育
委

員
会
一
九
八
九
『
小
犬
丸
遺
跡
Ⅱ
」
。
兵
庫
県
教
育
委
員
会
一
九
九
六
『
神
戸

市
西
区
玉
津
田
中
遺
跡
」
。
兵
庫
県
教
育
委
員
会
二
○
○
○
「
袴
狭
遺
跡
』
。
日

高
町
教
育
委
員
会
一
九
八
五
「
川
岸
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
。
吉
田
片
山
遺
跡

調
査
団
他
一
九
七
七
’
一
九
八
○
至
口
田
南
遺
跡
現
地
説
明
会
資
料
」
一
’
四
。

【
奈
良
】
奈
文
研
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
・
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
一
九
七

三
・
九
六
「
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
三
・
二
六
」
。
奈
文
研
一
九
七

五
・
七
六
・
七
八
・
八
二
「
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
Ⅵ
．
Ⅶ
．
Ⅸ
．
Ｘ
Ｉ
」
。

奈
文
研
一
九
八
○
「
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
報
告
Ⅲ
」
。
奈
文
研
一
九
八
一

ａ
『
平
城
京
九
条
大
路
」
。
奈
文
研
一
九
八
一
ｂ
「
奈
文
研
年
報
一
九
八
こ
。

奈
文
研
一
九
八
三
ａ
『
昭
和
五
七
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概

報
」
。
奈
文
研
一
九
八
三
ｂ
「
平
城
京
東
堀
川
ｌ
左
京
九
条
三
坊
の
発
掘
調
査
」
。

奈
文
研
一
九
八
四
「
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
三
坪
の
発
掘
調
査
」
。
奈
文
研

一
九
八
六
「
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪
発
掘
調
査
報
告
」
。
奈
文
研
一
九
八

九
「
平
城
京
右
京
八
条
一
坊
十
三
・
十
四
坪
発
掘
調
査
報
告
」
。
奈
文
研
一
九

九
五
「
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
・
三
条
二
坊
発
掘
調
査
報
告
」
。
奈
文
研
一
九

九
七
「
平
城
京
左
京
七
条
一
坊
十
五
・
十
六
坪
発
掘
調
査
報
告
」
。
奈
文
研
二

○
○
一
・
○
二
「
奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
○
○
一
・
○
二
」
。
橿
考
研

（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
）
一
九
七
八
「
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
一
九

七
七
年
度
」
。
橿
考
研
一
九
八
○
「
飛
賜
京
跡
二
』
。
橿
考
研
二
○
○
○
ａ
『
南

郷
遺
跡
群
Ⅳ
」
。
橿
考
研
二
○
○
○
ｂ
『
大
和
木
器
資
料
Ｉ
」
。
奈
良
市
教
育
委

員
会
一
九
八
四
「
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪
奈
良
市
水
道
局
庁
舎
建
設
地

発
掘
調
査
概
要
報
告
」
。
（
財
）
桜
井
市
文
化
財
協
会
一
九
九
○
「
上
之
宮
遺
跡

第
五
次
調
査
概
要
」
。
御
所
市
教
育
委
員
会
一
九
九
五
「
名
柄
遺
跡
第
四
次
発
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図
版
出
典

第
２
図
①
奥
平
英
雄
縄
『
信
貴
山
縁
起
』
角
川
書
店
、
一
九
七
六
年
。

第
２
図
②
野
間
清
六
縞
「
春
日
権
現
験
記
絵
』
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
。

第
２
図
③
、
④
山
内
軍
平
『
越
能
山
都
登
』
中
央
出
版
、
一
九
七
三
年
。

第
４
図
〔
（
財
）
鳥
取
県
教
育
文
化
財
団
二
○
Ｏ
二
〕
・

第
５
図
１
〔
羽
咋
市
教
委
一
九
九
九
〕
、
２
〔
浜
松
市
教
委
二
○
○
二
〕
、
３
〔
奈
文

研
一
九
九
五
〕
、
４
〔
（
財
）
香
川
県
埋
文
セ
他
一
九
九
○
〕
、
５
〔
宮
城
県
教

委
二
Ｏ
Ｏ
－
ｂ
〕
、
６
〔
三
重
県
埋
文
セ
ニ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
〕
、
７
〔
守
山
市
教
委
一
九

九
八
〕
。

第
加
図
１
〔
豊
中
市
教
委
他
一
九
九
七
〕
、
２
〔
滋
賀
県
教
委
一
九
七
三
〕
、
３
．
昭

〔
御
所
市
教
委
一
九
九
五
〕
、
４
〔
三
重
県
埋
文
セ
ニ
０
０
０
〕
、
５
〔
奈
文
研

一
九
七
三
〕
、
６
．
７
〔
奈
文
研
一
九
九
五
〕
、
８
〔
西
隆
寺
遺
跡
鯛
査
会
一
九

七
六
〕
、
９
〔
奈
文
研
二
０
０
－
〕
、
叩
〔
（
財
）
大
阪
市
文
協
一
九
九
九
〕
、
、

〔
美
東
町
教
委
一
九
九
三
〕
、
週
〔
長
野
県
埋
文
七
一
九
九
九
ｂ
〕
、
Ｍ
〔
浜
松

掘
鯛
査
報
告
』
。
西
隆
寺
遺
跡
溺
査
会
一
九
七
六
一
・
西
隆
寺
発
掘
鯛
査
報
告
密
』
。

布
留
遺
跡
天
理
教
発
掘
関
査
団
一
九
八
一
『
出
土
木
器
の
樹
種
と
木
取
り
一
・

一
一
』
。

【
中
国
・
四
国
・
九
州
】
岡
山
県
教
育
委
員
会
一
九
八
Ｏ
「
百
間
川
原
尾
島
遺
跡

こ
。
（
財
）
鳥
取
県
教
育
文
化
財
団
二
Ｏ
Ｏ
二
『
青
谷
上
寺
地
遺
跡
四
」
。
美

東
町
教
育
委
員
会
一
九
九
三
「
長
登
銅
山
跡
Ⅱ
』
。
（
財
）
香
川
県
埋
蔵
文
化
財

鯛
査
セ
ン
タ
ー
他
一
九
九
Ｏ
『
下
川
津
遺
跡
」
。
松
山
市
教
育
委
員
会
一
九
九

三
『
来
住
廃
寺
遺
跡
’
一
五
次
調
査
ｌ
」
。
（
財
）
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
他
二
Ｏ
○
二
「
観
音
寺
遺
跡
Ｉ
』
。
佐
賀
県
教
育
委
員
会
一
九
八
○
『
下

中
杖
遺
跡
』

市
教
委
二
○
Ｏ
二
〕
、
妬
〔
可
美
町
教
委
一
九
八
一
〕
、
賂
〔
兵
庫
県
教
委
二
Ｏ

Ｏ
Ｏ
〕
、
Ⅳ
・
肥
〔
（
財
）
香
川
県
埋
文
セ
他
一
九
九
○
〕
・

第
皿
図
〔
（
財
）
香
川
県
埋
文
セ
他
一
九
九
Ｏ
〕
・

再
ト
レ
ー
ス
に
際
し
、
一
部
改
変
し
た
。

【
闘
辞
】

本
稿
は
二
○
○
三
年
一
月
に
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
提
出
し
た
修
士
践

文
に
加
箪
修
正
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
ず
。
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
修
士
鴎

文
作
成
時
か
ら
上
原
真
人
教
授
、
山
中
一
郎
教
授
、
清
水
芳
裕
助
教
授
、
吉
井
秀
夫

助
教
授
よ
り
懇
切
な
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
報
ま
た
、
本
稿
の
内
容
の
一
部
は
、
近

江
貝
塚
研
究
会
、
女
性
史
総
合
研
究
会
に
お
い
て
発
表
す
る
機
会
を
頂
き
、
皆
様
よ

り
有
益
な
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
資
料
調
査
に
際
し
て
は
、
左
記
の
諸
機
関

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

浜
松
市
博
物
館
、
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
長
野
県
立
歴
史
館
、
大
島
町

教
育
委
員
会
、
羽
咋
市
教
育
委
員
会
、
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
滋
賀
県
立

安
土
城
考
古
博
物
館
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
、
守
山
市
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
、
能
登
川
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
、
財
団
法

人
大
阪
市
文
化
財
協
会
、
豊
中
市
教
育
委
員
会
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
、
奈
良
文
化

財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
鯛
査
部
考
古
第
一
鯛
査
室
、
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
鯛
査
部

考
古
第
二
鯛
査
室
、
飛
鳥
資
料
館
？
御
所
市
教
育
委
員
会
、
鳥
取
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
、
財
団
法
人
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
鯛
査
セ
ン
タ
ー
、
出
土
木
器
研
究
会
。

京
都
府
立
大
学
の
菱
田
哲
郎
助
教
授
、
京
都
大
学
考
古
学
研
究
室
、
京
都
大
学
埋

蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
様
々
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
末
筆
な
が
ら
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
京
都
大
学
大
学
院
文
挙
南
究
科
博
士
後
期
謀
程
）
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